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農 林 水 産 竹 農 業 技 術 研 究 所 病 刊 比 虫 部 上 仟 研 究 η
膿 林 水 産 松 膿 業 環 境 技 術 研 究 所 環 境 生 物 部 、 に 任 研 究 官
央 北 大 学 農 学 部 助 教 授
文 部 ? i 在 外 研 究 H と し て フ ィ ン ラ ン ト , ド イ ツ , ア メ リ カ , カ ナ ダ 住 1 に 1 Ⅱ 張
( 6 年 8 月 ま て )
央 北 火 学 大 学 院 農 ' 1 研 究 科 教 授
央 北 大 学 を 定 午 退 1 1 艮
、 γ 成  9  午 フ ナ 1
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学会等における活動(役職等)
日本州1物病凹!学会東北部会,十驫R a986仟~2【川影1り
日本村1物柄理学会戸斥捷員(]9兜午~20備郁)
Π本杣物病凹!学会編4、幹*長 a9兜q・~199フィF)
1・]本村1物1丙四!学会東北部会1そ a99影F~1996年)
圈際舶物保護会議'常1雌委員(19951f~2005年)
日本舶物病理学会杣物感染生理淡訥会会長 a996,2004イ"
Π木農芸化学会東北支部評誠貝(1996午~2003年)
1_1人膿会化学会化学と生物企画委員 a9971F~2000年)
バイオコントロール研究会会長 a997年~20Ⅸ川り
Π本柚物柄刊学会大会委員長(2001午)
Π本柚物病卯学会学会賞
第4回サッポロ生物科学賞
輔1工1禎物病理学会学会賞
ブジア.パシフィック区1際州白当γ会ポスター賞
日本杣物病理学会錦卯回肌物感染小皿べストポスター賞
社会における活動
膿林水廊名膿父環境技術研究所・食品総介研究所・家薪衛生試験場矧換えDNA尖験
安令枩H会委n a983年~198611り
農林水庠技術会議嘔務局,膿柴バイオテクノロジー開発技術仙究細介技
術開発,、受計管到!委n会委j、1 a985イf~]989年)
膿林水庠名農金足1芸局,農薬効片q劇捌坊除体糸硴立扣三進会誠委n a988年~1991年)
茨城県膿榮関係客R研究ι、、 a992年~2002件)
膿林水詫技術会議,新産業剣出フロンティア研究雉迅訓イ[Ⅲ委n a的フィF~199駒')
農林水産省プロジェクト研究課題の泱定に関する外部評価委a (1997年)
艘林水産技術会議,地域先遵技術総合研究及び地城Jよ蛉膿業技術休系化促迅恢究扣.進評価委n
(1999イf~20船qり
岩手↓1ι膿業仙究センター何1究レビュー委R会委a a999午)
4、物系ヰ1定産業技術研究推進機榊, J'L礎的副究業務に関わる小Ⅲ」評価・専門委n (200Ⅲに)
データベース.モデル恊'甜システムの開発'十価委n,腰林水産技術会議(20田ザ~2{川3年)
東北膿業研究センター,十価委員会委n (2001年~2003イ"

9羽柴師良 a985)
杣物病原糸状菌のプラスミドによる病原性の1,11御
バイオテクノロジーと農業技術養賢堂 PP.138・143
T. Hashiba, M. Hyakumachi, Y. Homma and M. Yamada (1985)
Isolation and characterization of plasmid DNA in the tungus Rhたod0πia s01απ1
乃1: C. A. parker, A. D. Rovh'a, K. J. Moore, P. T. W. wong, J. F. K0Ⅱmogen
(ed), EC010gy and management of soilbω、ne plant pathogens, Aps press, PP
31-33
1. Hashiba (1987)
Plasmids responsible for pathogenicity and morpl〕010gy in Rhたod0π解 S01απ1
111: S. Nishimura, C. P. vance, N. Doke (ed), Molecular detenninants of p]al]t
diseases, Japan scientific societies and springer・verlag, PP.157-168
T. Hashiba (1987)
An improved systan for bi010gicalcontro] of damping・0丘 by using plasmids in
fungi
乃1:1. chet (ed),1nnovative approaches to plant disease contr01, John wiley &
Sons,1nc., publiS11ers, PP.337-351
羽柴都良 a987)
括抗微生物におけるバイオテクノロジー
バイオ農薬・生育闘節剤開発利用マニュアル,エル・アイ・シー, PP392
403
羽柴洲良 a989)
菌類におけるプラスミドとその役割
植物病皆と遺伝子上学,大内・豊Ⅱ1編,朝H1Ⅱ版社, PP.32-41
羽柴娜良(1989)
バイオ農薬の開発現況と利用
ニューアグリバイオビジネス戦略実務資料条,クd呆・宮永・柴田・伊ル頻箭,
サイエンスフォーラム, PP.131-137
羽柴都良,日向康六 a四の
最新農学実験の基礎
羽柴・Π向編,ソフトサイエンス社
羽柴洲良 a99D
プラスミドからみたRhたod0π加 S01απiの生1懲
打酬勿病原休の分子牛態学IGE シリーズ12,笹気出版, PP.5967
2
結i 目
3
録
4
5
6
7
8
^,}煽^
?
??
21 0
羽 柴 都 良 ( 1 9 9 D
シ ミ ュ レ 、 ー シ ョ ン に よ る 発 生 予 察 , 2 . 紋 枯 病
植 物 防 疫 の 軌 跡 , 病 害 虫 発 作 . 予 察 事 業 5 0 周 年 ・ 舶 物 防 疫 哘 業 如 周 郁 記 念 誌 編 ,
三 i 阜 モ 臥 削 ,  P P . 価 一 6 8
H .  H a s h i b a ,  S . ,  M i y a s h i t a ,  A . ,  M i y a s a k a ,  H . ,  H i r o c h i k a ,  N d  J ・ E . 1 k e d a  ( 1 9 9 2 )
N U C ] e o l i d e  s e q u e n c e  o t  t h e  l i n e a r  p l a s m i d  p R S 6 4  a n d  皿 、 o p e r t i e s  o f  p l a s m i d
D N A  ( P I D N A )  i n  i s o l a t e s  o f  n i n e  a n a s t o l n o s i s  g r o u p s  o f  R h i 2 0 ι t 0 脱 ' a  s o / α π 1
1 π :  S .  S .  p a t i l ,  S .  o u c h i ,  D .  M i 1 1 S ,  C .  v a n c e  ( e d ) ,  M o l e c u l a r  s t r a t e g i e s  o f
P a t h o g a l s  a n d  H o s t  p l a n t s ,  s p r i n g ・ v e r l a g  p r e s s ,  P . 2 4 6
T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 2 )
I S O ] a t i o n  o f  f u n g a l  p r o t o p l a s t
1 π :  D .  K .  A r o r a  ( e d ) ,  H a n d b o o k  o f  A p p l i e d  M y c 0 1 0 g y  v 0 1 . 4  F u n g a l
B i o t e c h n 0 1 0 g y ,  M a t c e l D e k k e r , 1 n c . ,  P P . 1 2 9 - 1 4 9
羽 柴 那 良 , 阿 部 一 夫 J 加 金 明 美 , 而 Π 京 林 裕 , , ・ 1 ・ , 井 裕 , 中 島 佑 , 杉 山 長 美 ( 1 9 9 2 )
完 全 の た め の 手 引 き
東 北 大 学 膿 学 部 危 険 物 薬 品 等 管 田 1 述 営 委 員 会 編 ,  P . 兜
羽 柴 卸 良  a 9 9 2 )
発 生 丁 , 察 , イ ネ 紋 枯 病 ( B L I G H T A S )
病 1 1 防 除 の 新 戦 略 一 駒 田 他 編 , 令 1 司 農 村 教 育 恊 会 ,  P P . 2 8 6  2 9 2
羽 柴 肺 良 ( 1 9 9 2 )
柄 原 学 , 菌 類
新 柵 畊 勿 病 理 学 , 羽 柴 ・ 訓 リ L 他 編 , 削 介 書 店 ,
5 3 ・ ・ 6 7
P P
羽 柴 都 良  a 9 9 3 )
核 酸 研 究 法
柚 物 病 原 性 微 牛 物 佃 究 法 , 恊 本 哲 鼎 1 修 , ソ フ ト サ イ エ ン ス 礼 ,  P P
2 3 - 3 5
柄 洋 明 , 羽 柴 輝 良  a 9 9 4 )
バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
東 北 地 方 に お け る 作 物 病 害 研 究 の 歩 み と 展 望 , Π 人 舶 物 病 哩 学 会 東 北 部 会 編 ,
鶴 1 岡 印 刷 ,  P P . 2 2 7 - 2 3 1
羽 柴 師 良 ( 1 9 9 5 )
プ ラ ス ミ ド
植 物 病 理 学 東 典 , 日 本 舶 物 病 郡 学 会 編 , 養 賢 堂 ,  P P . 3 2 9 3 3 2
羽 柴 輝 良  a 9 9 5 )
舶 物 生 産 農 学 央 験 マ ニ ュ ブ ル , 羽 柴 ・ 日 向 編 , ソ フ ト サ イ エ ン ス 社
成 澤 才 彦 , 羽 柴 洲 良  a 四 6 )
ハ ク サ イ 根 こ ぶ 病 ,  P 1 α S 机 o d i 0 つ h の α h m s s i m ι の 病 微 発 現 に つ い て
和 劉 勿 感 染 生 " ! 学 研 究 の 現 状 と 将 来 展 望 , 平 成 8 年 度 稙 物 感 染 生 理 談 話 会 編 ,
仙 台 共 同 印 刷 ,  P P . 4 7 一 郭
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21 宮坂篤,佳平汰,佐々木厚子,梶原英之,早川俊彦,羽柴輝良 a996)
Rhizoctoniasolaniのへブピン・ループ線状プラスミドと新規タンパク質
柚物感染生理学研究の現状と将来展望,平成8年度植物感染生理談話会編,仙
台共同印刷, PP.151-160
T. Kobayasl〕i, T.1jiri, T. W. Mew, and T. Hashiba (1996)
APPⅡCation offorecasting system (BLIGHTAs and BLIGHTASRRD forrice
Sheath blight disease in Japan and the philippines
1π: N. Hokyo, G. Norton (ed), pest Management strategies in Asian Monsoon
Agroecosystems, Kyushu National Agricultural Experiment station, PP.263・
279
T. Hashiba., T. Kobay給hi(1996)
Rice diseases incited by Rh120d0π解 Species
1": B. sneh, S. Jabaji・Hare, S. Neate, G. Dijst (ed), Rhizoci0πia species
Taxonomy, Molecu]ar Bi010gy, Economy, pat]1010gy and Disease contr01,
1<1Uwer Academic publishers, PP.331・340
T. Hashiba, A. sasald, K. Katsura, T. Hayakawa, H. Kajiwara, and A
Miyasaka (1997)
EX皿'ession, ceⅡU]ω'10cation of the 7kDa protein (RS64) encoded by a〕e linear
DNA P]asmids pRS64 in RhiZωmπia solmπ
1π: S. suzuki, M. SU2Uki(ed), Funga] ce11S in Biodefence Mechanism, sai Kon
Publisha'S, PP.135-140
秋葉征夫,木島明博,1藤昭彦,羽柴師良,藤本健四郎,前忠彦 a997)
人問と環境のコニュニケーシ"ン膿学一杜の都からの発佶一
東北大学農学部「膿学ビジ.ン懇談会」編,農林紕計恊会
K. Natisawa, and T. Hasl〕iba (1997)
Biocontr010f dubroot and yeⅡOwing disease in BI'assiCαια1πつιShis in the field
and incTeased seeding growth by root endophytic fungi
1π: A. ogoshi, K.1くobayashi, Y. Homma, F. Kodama, N. Kondo, S. Akino
(ed), plant Growth・皿'omoting Rhizobacteria-present status and Futute
Prospects-, Nakanishi printing, sapporo, PP.159-163
羽柴都良 a四8)
応片y上命科学のための生物学入剖
羽柴・谷U監修,培風館
羽柴洲良 a999)
エンドフブイトの農業利用と共生機構
微生物の共生i波略の分子機枇と多様性,笹気出版, PP.135 143
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森 田 聡 一 郎 , 福 原 誠 司 , 羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 の
エ ン ド フ ァ イ ト の 生 態 ・ 牛 理
東 北 地 方 に お け る 植 物 病 理 学 の フ ロ ン ト ラ イ ソ , 羽 柴 抑 良 , 高 橋 英 樹 編 , 仙 台
共 同 " 」 刷 ,  P P . 8 4 一 叫
H a s h i b a ,  T . ,  s a s a 1 ζ i ,  A . ,  a n d  K .  K a t s u r a  ( 2 0 0 1 )
P r o t o p l a s t  F u s i o n  a n d  D N A  p l a s m i d  C 1 1 a r a c t e r i s a t i o n  i n  R h i 2 0 d 0 π 1 α  S 0 1 α π i
1 π :  S .  s r e e n i v a s a p r a s a d  a n d  R .  J o h n s o n  ( e d ) ,  M a j o r  F u n g a ]  D i s e a s e s  o f  R i c e
R e c e n t  A d v a n c e s ,  K l u w e r  A c a d e m i c  p u b l i s h e r s ,  t h e  N e t h e r l a n d s ,  P P . 2 2 3 、 2 3 3
羽 柴 娜 良 ( 2 0 0 2 )
新 農 学 実 験 マ ニ ュ ア ル
羽 柴 ・ 金 浜 編 , ソ フ ト サ イ エ ン ス 社
羽 柴 都 良 ( 2 0 0 2 )
人 に 役 立 つ 微 生 物 の は な し
羽 柴 貢 任 編 , 学 会 出 版 セ ン タ ー
羽 柴 都 良 , 成 洋 才 彦 ( 2 0 0 3 )
微 生 物 農 薬
微 生 物 の 取 扱 い と 利 用 ・ 応 用 技 術 , " 神 最 機 枇 ,  P P . 7 3 - 8 5
羽 柴 那 良 ( 2 0 0 3 )
改 訂 応 用 牛 命 科 学 の 九 め の 生 物 学 入 門
羽 柴 ・ 山 口 監 修 , 培 風 館
Y o s h i o k a ,  T . ,  G o n a i , T . ,  K a l v a h a r a ,  S . ,  s a t o h ,  S . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 2 0 0 3 )
T h e  r e g u l a t i o n  o f  t l 〕 e  t h e r m o i n h i b i t i o n  o f  s e e d  g e r m i n a t i o n  i n  w i n t e r  a n n u a l
P l a n t  b y  a b s c i s i c  a c i d
1 π :  G .  N i c o l a s ,  K .  J .  B r a d f o r d ,  D .  c o m e  a n d  H .  W .  p i t c h a r d  ( e d ) ,  T h e  B i 0 1 0 g y
O f  s e e d s :  R e c e n t  R e s e a r c h  A d v a n c e s ,  C A B  l n t e r n a t i o n a l ,  U K ,  P P . 2 1 7 - 2 2 3
羽 柴 洲 良 ( 2 0 0 4 )
最 新 柏 物 病 理 学
羽 柴 他 編 , 朝 倉 冉 沽
羽 柴 師 良 ( 2 0 0 4 )
自 他 識 別 と 応 答 の バ イ オ フ ロ ン テ ィ ブ 休 酬 勿 感 染 生 理 談 話 会 論 文 集 第 4 0 ・ 号 )
羽 柴 , 局 橋 編 , 仙 台 共 同 印 刷
羽 柴 娜 良 ( 2 0 0 5 )
新 し い f 門 刎 呆 護 の 展 開 ー バ イ オ サ イ エ ン ス へ の か け は し ・ ・
羽 柴 編 , ソ フ ト サ イ エ ン ス 社
羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 5 )
生 態 系 に お け る 微 生 物 , 微 生 物 概 論
大 嶋 他 編 , 培 風 館
3 0
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Ⅱ 調査報告書(科研費報告など)
1.羽柴輝良 a985)
病原糸状菌のプラスミドの現状と今後の展望
昭和59年度技休jli寺祁調査桃告出・ P.168
2.江原淑夫,羽柴輝良,菊本敏雄 a988)
植物病原放線菌のプラスミドの性状について
東北火学遺伝生態研究センター共同利用研究帳告 PP.35-37
3.吾妻道章,羽柴肝良,阿部篤郎,三枝正彦,江原淑夫(1988)
東北大学川波農場縦告 4:27-32
4.1U京淑夫,羽柴輝良,菊本敏雄 a989)
極罫勿病原放線菌のプラスミドの性状について
柬北大学遺伝生態研究センター典同利用和1究帳告 PP.38-39
5.江原淑夫,羽柴洲良,菊本敏雄(1990)
植物病原放線菌のプラスミドの性状について
東北大学造伝牛、態研究センター共同利用研究帳告 PP31-33
6.羽柴鄭良(1990)
病原糸状菌の線状プラスミドによる生物情報の伝逹・発現機構の解明
サヅポロ生物科学振興財団研究助成研究恨告・占 PP.38-42
フ.羽柴輝良 a990)
糸状菌の転移囚子による形態形成等生物恬報の伝逹・発現機柵
農水省大型別枠研究(バイオメディア計画)研究帳告〒" PP.192・1船
5
8.ル冴蔀叔夫,羽柴輝良,遠藤銀朗,石橋良信(199D
舶物病原徴生物のプラスミドの性状及び環境徹生物遺伝子DNAの検出力法に
関する研究
東北大学遺伝生態研究センター共1可利用祁告.11PP.18-21
9.羽柴飼1良 a991)
病原糸状菌の線状プラスミドの遺伝子枇成と機能
昭利63一平成2年度科学研究費補助釡(一般研究B)研究成果報告111P.29
10 羽柴都良(1船D
病原糸状菌の線状プラスミドによる生物恬報の伝辻・発現機構の解明
サッポロ生物科学振興財団,第4回助成研究報告i井 PP.38-42
Ⅱ.羽柴娜良 a991)
病原糸状菌の宿キに対する情報の発現と制御機枇
農水省大型別料q肝究(バイオメディア計仙D 研究帳告冉 PP.176-17フ
61 2
江 原 淑 夫 , 羽 柴 如 良 , 遠 膝 銀 朗 , 石 橋 良 信  a 9 9 2 )
植 物 病 原 微 生 物 の プ ラ ス ミ ド の 竹 状 及 び 環 境 微 生 物 遺 伝 子 D N A の 検 出 方 法 に
関 す る 研 究
東 北 大 学 遺 伝 生 態 研 究 セ ン タ ー 共 同 利 用 報 告 辨  P P . 1 5 - 1 7
羽 柴 御 良  a 9 9 2 )
形 質 転 換 に よ る 微 中 物 の 改 良 , 括 抗 微 生 物 の 遺 伝 子 解 析
農 水 省 ・ 一 般 別 料 、 W チ 究 成 果 2 7 4  P . 2 3 2
羽 柴 輝 良  a 9 9 4 )
病 原 糸 状 菌 の へ ア ピ ン ・ ル ー プ 線 状 プ ラ ス ミ ド D N A か ら 発 現 さ れ る 信 号 分 了
の 生 売 制 御 に 関 す る 研 究
平 成 3 ~  5 年 度 科 学 研 究 鬢 初 扣 力 金 ( ・ ' 般 研 究 B ) 側 究 成 果 蝦 告 1 1 P . 3 5
羽 柴 洲 良  a 9 9 7 )
糸 状 菌 の 線 状 プ ラ ス ミ ド か ら 転 写 , 捌 訳 さ れ る 宿 主 決 定 丙 子 の 榊 造 解 析 と 恬 報
伝 述 機 構
平 成 6  ~  8 年 度 科 学 研 究 喪 補 助 金 ( 基 盤 研 究 ( B ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 ,
P . 1 1 4
羽 , ξ 那 良 ( 2 0 0 1 )
有 害 微 牛 物 の 生 理 作 用 一 柚 物 病 原 糸 状 菌 R . S 0 1 肌 i の へ ア ピ ン ・ ル ー プ 線 状 プ
ラ ス ミ ド か ら 発 現 さ れ る タ ソ パ ク 質
農 水 省 大 剛 別 柞 研 究 , 牛 物 情 報 の 解 明 と 制 御 に よ る 新 農 林 水 産 技 術 の 開 発 に 関
す る 総 合 研 究 成 火 集 ,  P P . 1 3 - 1 4
羽 柴 洲 良 ( 2 0 0 2 )
新 根 内 エ ン ド フ ァ イ ト  H e t e r o c 0 血 U m  に よ る 難 防 除 士 壌 病 害 抑 佑 肺 對 苛 の 解 明
平 成 H ~ 1 3 年 度 科 学 研 究 安 補 助 釡 ( 基 雛 研 究 ( B ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 帳 告 ; 井 ,
P . 8 3
羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 4 )
新 根 内 エ ン ド フ プ イ ト 利 用 に よ る 難 防 除 士 壌 病 害 防 除 用 生 物 農 薬 の 開 発
平 成 1 3 ~ 1 5 午 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 継 研 究 ( B ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 冉 ,
P . 7 2
] 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
Ⅲ. 研究論文(単独執筆・共同執筆)
1. Misawa, T and Hashiba, T.(1967)
Studies on the mechanism of apl〕id transmission of stylet・borne viruses (1)
Tohoku J. Agric. Res.18 (2):87-105
2. Hasl〕iba, T. and Misawa, T.(1969)
Studies on the mechanism of aphid transmission of stylet・borne virus.(Ⅱ)
A comparison between probing and feeding f飢' the virus transmission
T01〕oku J. Agric. Res.20 (3):97-106
3. Hashiba, T. and Misawa, T.(1969)
Studies on the mechanism of aphid transmission of stylet・borne virus.(Ⅲ)
On the adherence of the virus to the stylet
Tohoku J. Agric. Res.20 (4):159-171
4. Hashiba,T.(1969)
Studies on the mechanism of apl〕id transmission of stylet・borne virus'(1V)
The insersion site of the sty]et related to feeding and probing
Tohoku J. Agric. Res.20 (4):172-187
5. Hasl〕iba, T.(1970)
Studies on the lnecl〕anism of aphid transmission of stylet・borne virus.(V)
The relation between tl〕e stylet insertion site on the diseased leaf and virus
acqulslt]on
Tohoku J. Agric. Res.21(1):1-12
6. Hashiba, T. and Misawa, T.(1970)
Studies on the lnechanisln of aphid transmission of stylet・bm'ne virus.(VI)
E丘ect of 血e saliva of the aphid
Tohoku J. Agric. Res.21(2):73-87
フ.羽柴鄭良・山U富夫(197D
稲紋枯病菌核の発芽に及ぼす温・湿度の影糾
北陸病虫研報 19:6 10
8.羽柴鄭良・茂人靜夫(1972)
イネ紋枯病菌の生育と菌核形成におよぼす窒素源と炭業源の比の影辨
北陸病虫研帳 20:4550
9. Hashiba, T., Yamaguchi, T. and Mogi, S.(1972)
Bi010gical and ec010gical studies on the sderotium of Pιlh'αι1αガα Sasahil
(shiraD S.1too
1. Floating on the water surface of sclerotium
Ann. phytopath01. SOC. Jpn.3&415-425
7
81 0
羽 柴 娜 良 ・ 茂 木 靜 夫 ( 1 9 7 2 )
稲 紋 枯 病 菌 の 雑 草 上 に お け る 増 殖
北 陸 病 虫 研 報  2 0 : 1 0 5
羽 柴 都 良 ・ 茂 木 靜 夫  a 9 7 3 )
休 耕 田 に お け る イ ネ 紋 枯 病 菌 の 菌 核 数 と 発 芽 率
北 陸 病 虫 研 報  2 1 : 6 - 8
羽 柴 都 良 ・ 茂 木 靜 夫 ・ 八 木 貞 子  a 9 7 4 )
イ ネ 紋 村 所 扇 廂 菌 株 の 菌 糸 生 育 と 採 集 地 気 温 と の 関 係
北 陸 菊 虫 研 報  2 2 : 8 - 1 4
H a s h i b a ,  T .  a n d  M o g i ,  S . ( 1 9 7 5 )
D e v e l o p m e n t a l  c h a n g e s  i n  s d e r o t i a  o f  a w  r i c e  s h e a t h  b l i g h t  f u n g u s
P h y t o p a t h 0 1 0 g y . 6 5 : 1 5 9 - 1 6 2
H a s h i b a ,  T .  a n d  s t a p ] e s ,  R .  C . ( 1 9 7 6 )
N u d e i c  a c i d  m e t a b o l i s m  i n  d e v e l o p l n g  s d a ' o t i a  o f t h e  r i c e  s h e a t h  b l i g h t f u n g u s
( R h i 2 0 d 0 π i a  s 0 1 α π i  K o h n )
J .  G e n .  M i c r o b i o ] . 9 6 : 2 3 9 ・ 2 4 5
羽 柴 洲 良 ・ 山 口 富 大 ・ 茂 木 靜 夫 ( 1 9 7 フ )
イ ネ 紋 枯 病 の 上 位 進 展 経 過 と 葉 鞘 内 窒 素 ・ 澱 粉 の 暈 的 変 化
日 本 柏 物 病 理 学 会 報  4 3 : 1 8
H a s h i b a ,  T .  a n d  l s h i k a w a ,  T . ( 1 9 7 別
E 丘 e c t  o f  a d e n o s i n e  3 ' , 5 ' ・ c y c l i c  m o n o p h o s p h a t e  o n  i n d u c t i o n  o f  s d e r o t i a  i n
R h 記 o d 0 π i a  s 0 1 α π 1
P h y t o p a t l 〕 0 1 0 g y  6 &  1 7 2 3 - 1 7 2 7
湯 野 ・ ・ 郎 ・ 羽 柴 輝 良 ・ 茂 木 靜 夫 ( 1 9 7 8 )
イ ネ 紋 枯 病 菌 の 稲 体 上 に お け る 病 斑 の 進 展 と 温 度 と の 関 係
北 陸 病 虫 研 報  2 6 : 4 9
野 田 孝 人 , 羽 柴 師 良 , 佐 藤 善 司 ( 1 9 8 の
R h i z 0 つ 記 S  d 1 力 1 ι π S i s  s a i t 0  に よ る イ ネ i ¥ i 立 1 古 病 1 罷 , 丙 根 の 1 乳 亀 設 = を 1 ド J 観 察
臼 木 打 酬 勿 } 丙 理 学 会 縦  4 6  a  ) : 4 0  4 5
羽 柴 輝 良 , 内 山 田 博 士 , 木 村 健 治 ( 1 9 8 D
イ ネ 紋 枯 病 病 斑 商 率 か ら の 被 害 度 の 算 出 法
日 本 柚 物 病 理 学 会 報  4 7  ( 2 ) : 1 9 4 - 1 9 8
T .  H a s h i b a  a n d  M .  Y a m a d a  ( 1 9 8 1 )
V i a b i l i t y  o f  s d e r o t i a  f o r m e d  o n  r i c e  p ] a n t s  a n d  o n  c u l t u r e  m e d i a  b y  R h 記 o d 0 π 1 α
S 0 1 α 1 1 1
A 1 1 n .  p h y t o p a t h 0 1 .  S O C '  J p n  4 7 ( 4 ) : 4 6 4 - 4 7 1
Ⅱ
1 2
1 3
N
巧
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
21 羽柴趣良,小池賢治,湯野・一郎,【」ⅡU昌雄 a982)
イネ紋枯病の病斑進展のモデル曲線
日本舶物病理学会報 48 (4):499-5備
T. Hashiba (1982)
Sda'otial morphogenesis in the rice sheath blight fungus (Rhizoci0πia s01απi)
BUI]etin of Hokuriku Nationa] Agricultural Experiment station 24:29-83
羽柴趣良(1982)
植物病原真菌,特にRhizod0枇'as01απi菌からのプロトプラストの分航と融合
真菌と真菌症23 (2): N3-150
T. Hashiba and M. Yamada (1982)
Formation and purification of protoplasts from Rh120d0πia s01απi
Phytopath010gy 72(フ):8四・853
羽柴輝良,小池賢治,山田昌難(1983)
イネ紋枯病の病斑高率と発病株率による減収量の算出法
H本植物病理学会報49 (2):143-147
羽柴都良 a983)
イネ紋枯病菌菌核の形態形成一菌核形成開始から発芽能力消失まで
化学とlk物 21 (3):147 N9
T. H給hiba (1984)
Forecasting model and estimation of yield loss by rice sheath blight disease
Trop. Agric. Res. ser.18 (2):20-26
羽柴鄭良 a984)
イネ紋枯病の発生と被害の予測法
北陸農業試験場帳告 26:Ⅱ5-164
T. Hashiba, Y. Homma, M. Hyakumad〕i and l. Matsuda (1984)
Isolation and characterization of a DNA plasmid in the fungus Rh120d0π1α
S01απ1
J. Gen. Microbi01.130:2067-2070
T. Hashiba and M. Yamada (1984)
IntraspedfiC 御'otoplast fusion between auxotrophic mutants of Rhizoct0π1'n
S01απ1
Phytopath010gy 74(4):398-401
1. uno, T.1Shi1毅Wa and T. Hashiba (198励
Detection of cydic AMp levels and cydic AMP・receptoT protein in mycelia of
Rh記od0πia s01α彬' forming sclerotia
Ann. phytopath01. SOC. Jpn 51(2):183-189
22
器
24
25
26
27
9
28
29
30
31
1 0
能
1 .  u n o , 1 . 1 S h i k a w a  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 8 5 )
C y c l i c  A M P ・ d e p e n d e n t  p h o s p h o r y l a t i o n  o f  p r o t e i n  i n  m y c e l i a  o f  R h 之 ω 加 π i a
S 0 1 α π l  f o r l n i n g  s c l e r o t i a
A n n .  p h y t o p a t h 0 1 .  S O C .  J p n  5 1 ( 2 ) : 1 9 0 ・ 1 9 8
羽 柴 娜 良 , 手 塚 保 行 , 鈴 井 孝 仁  a 9 8 5 )
糸 状 菌 の プ ロ ト プ ラ ス ト の 凍 結 保 存 法
凍 結 及 び 乾 燥 研 究 会 会 誌  3 1 : 6 3 6 7
羽 柴 却 良  a 9 8 5 )
イ ネ 紋 枯 病 の 発 生 生 態 に 関 す る 研 究
Π 本 村 杵 勿 病 理 学 会 般  5 1 ( 3 ) : 2 5 2 - 2 5 3
羽 柴 都 良 ( 1 9 8 5 )
順 物 病 原 糸 状 繭 の プ ラ ス ミ ド と 病 原 性
士 と 徴 牛 物  2 7 : 3  1 5
小 池 賢 治 , 小 嶋 昭 雛 , 羽 柴 輝 良 ( 1 9 8 6 )
イ ネ 紋 枯 病 の 発 病 調 査 に 必 要 な 標 本 数 と サ ン プ リ ン グ 法
日 本 柏 物 病 理 学 会 報  5 2  ( 1 ) : 4 7 - 5 2
羽 柴 郷 良  a 9 8 7 )
微 生 物 の バ イ オ コ ン ト ロ ー ル
防 菌 防 微 誌  1 5  ( 1 D  : 5 6 9  5 8 0
羽 柴 輝 良  a 9 8 7 )
芝 草 病 審 へ の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 利 朋
芝 草 研 究  1 5  ( 2 ) : 1 7 { ト 1 7 8
羽 柴 師 良  a 9 8 7 )
糸 状 菌 の 線 状 プ ラ ス ミ ド ー 植 物 病 原 菌 の 宿 キ 特 沢 性 , 病 原 性 と の 関 連
化 学 と 牛 物  2 5  a l ) : 6 9 8  6 9 9
Y .  s h i m m a , 1 .  u n o ,  T .  H a s h i b a  a n d  T . 1 S h i k a w a  ( 1 9 8 8 )
C h a T a c t e r i z a t i o n  o f  a  R h i z o d 0 1 1 1 ' a  s o h π i  s t r a i n  c a r r y i n g  p l a s m i d s
J .  G e n .  A P P I .  M i c r o b i 0 1 . 3 4 : 1 1 1 - 1 1 7
T .  H a s h i b a  a n d  T . 1 j i r i ( 1 9 8 9 )
E s t i m a t i o n  o f  y e i l d  l o s s  a n d  c o m p u t e r i z e d  f m ' e c a s t i n g  s y s t e m  ( B L I G H T A S )
1 0 T  r i c e  s h e a t h  b l i g h t  d i s e a s e
T r o p .  A g r i c .  R e s .  s e r . 2 2 : 1 6 3 - 1 7 2
A .  M i y a s a k a ,  C .  L .  c h e n  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 0 )
D e t e c t i o n  a n d  皿 " o p e r t i e s  o f  p l a s m i d l i k e  D N A  i n  i s o l a t e s  h ' o m  n i n e  a n a s t o m o s i s
a n d  i n t r a s p e c i f i C  即 ' o u p s  o f  R h i z o d 0 π i a  s 0 1 α π 1
J .  G e n .  M i c r o b i 0 1 . 1 3 6 : 1 7 9 1 ・ 1 7 9 8
3 3
3 4
3 5
3 6
3 7
3 8
3 9
4 0
4 1
4 2
43 S・1. Miyashita, H. Hirocl)ika,1E.11くeda and T. Hashiba (1990)
Linear plasmid DNAs of a〕e plant pathogenic fungus Rhたod0πia s01α11i with
Unique terminal structures
M01. Gen. Genet.220:165-171
羽柴輝良(1990)
植物捕原糸状菌の線状プラスミド
日本農芸化学会誌 64 a):58一田
T. Nvako, T.1Shikawa and T. Hasl〕iba (1991)
Unique DNA plasmid pRS64 assodated with chromosoma] DNAs ofthe plant
Pathoga〕ic fungus Rh120d0π1α S01απ1
J. Gen. Microbi01.137:2817-2821
羽柴鄭良,宮下俊一郎(]99D
糸状菌線状プラスミドの榊造と機能
化学と牛.物 29 (3):200-206
H. Yoshida, R. YOSI〕ino, T. Hashiba and Y. EI〕ara (1992)
Influence ot pJπαι1α1マh 01),Zαι on leaf growth in rice plants
Tohoku J. Agric. Res.43 (1-2):1-8
H. Yoshida, R. Yoshino, S. satoh, T. Hashiba and Y. Ehara (1992)
Role of ethylene in stunting of rice infected with rice blast funguS 四1:yαι1αガα
ω),2αι Cav
Tohoku J. Agric. Res.43 (1-2):9・14
横山克全,井尻勉,藤山塒久,羽柴輝良(1992)
アメダスデータを利用した相対湿度の推定法
Π本柵肝加丙理学会報腿(3):473-475
N. Hh'ota, T. Hashiba, H. Yoshida, T. Kikun〕oto and Y. Ehara (1992)
Detection and pToperties of plasmid・1ilくe DNA in isolates from twenty three
{ormae speciales of F記Sαπ'記"1 0%yふつ0πι1π
Ann. phytopath01. SOC. Jpn:58(3) 386-392
C. L. chen, A. Miyasaka, S. Miyashita, Y. Ehara and T. Hasl〕iba (1992)
Genetic Relatedness of plasmid・1ike DNA in isolates from anastomosis grouP 4
Of Rh藹od0πia s01απ1
Ann. phytopath01. SOC. Jpn 58(2):286-291
羽柴輝良(1994)
舶物病原菌に対する防御の分f機構
杣物の化学調節 29 a)郭・64
44
45
46
47
48
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50
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5 3
M .  H o n g o ,  A .  M i y a s a k a ,  F .  s u z u l d  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 4 )
E x p r e s s i o n  o f  t h e  l i n e a r  D N A  p l a s m i d  p R S 6 4  i n  t h e  p l a n t  p a t h o g e n i c  f u n g u s
R h i 2 0 ι t 0 1 1 1 ' a  s 0 1 α 1 1 i ,
M 0 1 .  G e n .  G e n e t . 2 4 5 : 2 6 5 - 2 7 1
T .  K o b a y a s h i ,  T . 1 j i r i ,  T .  W .  M e w ,  G .  M a n i n g a s  a n d  T ,  H a S 1 1 i b a  ( 1 9 9 5 )
C o m p u t e r i z e d  f o r e c a s t i n g  s y s t e m  ( B L I G H T A S I R R D  f o r  r i c e  s h e a t h  b l i g h t
d i s e a s e  i n  t h e  p h i 1 ゆ P i n e s
A n n .  p h y t o p a t h 0 1 .  S O C .  J p n  6 1 ( 6 ) : 5 6 2 - 5 6 8
成 澤 才 彦 , 羽 柴 岬 良 , 河 又 仁 , 松 井 武 彦  a 9 9 5 )
ハ ク サ イ お よ び カ ブ 根 面 に 定 着 性 を 有 す る 菌 類 に つ い て
茨 城 県 病 害 虫 研 究 会 会 報  3 4 : 7 3 - 7 5
K .  K u r a d a t e ,  K .  N a m a i ,  A .  M i y a s a k a ,  K . 1 く a t s u r a , 1 < . 1 t o h  a n d  T .  H a s h i b a
( 1 9 9 6 )
D e t e c t i o n  o f  t r a n s c r i p t s  h o m 0 1 0 g o u s  t o  D N A  P ] a s m i d s  i n  i s o ] a t e s  f r o m  s i x
a n a s t o m o s i s  g r o u p s  o f  R h l z 0 ι t 0 π i a  s 0 1 α π 1
A n n .  P I 〕 y t o p a t h 0 1 .  S O C .  J p n  6 2  ( 2 ) : 1 4 7 - 1 5 2
K .  N a r i s a w a ,  K .  K a g e y a m a  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 6 )
T h e  e H i c i e n t  r o o t  i n f e c t i o n  W 北 h  v i a b l e  s i n g l e  r e s t i n g  s p o r e s  o f  p l a s " 1 0 d i 0 つ h ω ' α
b r a s s i c a e
M y c 0 1 .  R e s . 1 0 0 ( フ ) : 8 5 5 ・ 8 5 8
羽 柴 娜 良 , 小 林 隆 , 井 尻 勉  a 鮒 6 )
持 統 型 農 業 の た め の 病 害 発 生 情 報 ー イ ネ 紋 枯 病 の 発 生 予 察 一
シ ス テ ム 農 学  1 2  ( D  4 5 - 5 8
梓 幸 次 , 佐 々 木 厚 子 , 羽 柴 娜 良  a 9 9 7 )
菌 類 の プ ラ ス ミ ド D N A
H 本 菌 学 会 報  3 8  a ) : 3 - 1 6
K o b a y a s h i ,  T . ,  M e w ,  T .  N V . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 1 9 9 7 )
R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  i n c i d e n c e  o f  r i c e  s h e a t h  b l i g h t  a n d  p r i m a r y  i n o c u l u m  i n
t h e  p h i 1 ゆ P i n e s :  M y c e l i a  i n  p l a 址  d e b r i s  a n d  s d a ' o t i a
A n n .  p h y t o p a t h 0 1 .  S O C .  J p n  6 3  ( 4 ) : 3 2 4 ・ 3 2 7
羽 柴 郷 良 ( 1 明 7 )
植 物 感 染 生 理 の 新 展 開
柚 物 防 疫  5 1 : 1 船 一 1 9 7
成 洋 才 彦 , 羽 柴 輝 良 ( 1 9 9 7 )
ハ ク サ イ 根 こ ぶ 病 ・ 黄 化 病 を 川 啼 " す る エ ン ド フ ブ イ ト
化 学 と 生 物  3 5 : 7 5 4 - 7 5 5
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5 7
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63 KatsuTa, K., SUZU1ζi, F., Miyashita, S・1., Nishi, T., Hirochika, H., and Hasl}iba,
T.(1997)
The complete nudeotide sequence and characterization of the Ⅱnear DNA
Plasmids pRS64 h'om the plant paawgenic fungus Rhlzod0πia s01απ1
C磁・r. Genet.32:431-435
羽柴却良,成洋才彦,島貫忠幸 a998)
新しい資源を生み出す宝庫一柚物と相利共牛する微生物一3 エンドフブイト
化学と生物 36 (1D :741-7四
羽柴都良 a四8)
農作物の造伝子組換え技術の現状
H本農芸化学会砧 72 (8):94-948
Narisawa,1<., Tokumasu, S. and Hashiba, T.(199鋤
Suppression of clubroot formation in chinese cabbage by the root endophytic
fungus, Hι1ι1ηιωπ'郡1πιhaιmsP力'α
Pla址 Path01.47:206-210
Narisawa, K. and Hashiba, T.(1998)
Developmenl of resting spores on plants inoculated with a dikaryotic resting
Spore of P1αS?πodioph0アα bアαSsiιαι
Myc01. Res.102 (8):949-952
人人健広,成澤才彦,羽柴那良 a999)
舶物と相利共生するエンドフブイト
杣物の化学調節 34 a):郭一備
Onoue, T., Mikami, M., Yoshioka, T., Hashiba, T. and satoh, S.(2000)
Characteristics of the inhibitory action of l,1・dimethyl-4・(phenylsulfonyD・
Semicarbazide (DPSS) on ethylene production in catnation (Di4πth1ιS
Cα乃10phy11記S L.) aowers
Plal〕t Growth Regul.30:201-207
Narisawa, K.,01)ki, T. and Hashiba, T.(2000)
SUP師'ession of dubroot and vertiCⅡⅡUm yeⅡOws in C11inese cabbage in the
field by the root endophytic fungus, Hetι肋ι0π力ml d1αιioSつira
Plant patho].49a):141-146
Kosugi, T., shibuya,1<., Tsuruno, N.,1Wazaki, Y., Mochizuki, A., Yoshioka,
T., Hashiba, T. and satoh, S.(2000)
EX皿'ession of genes responsible for ethylene 即'oduction and lvilting are
differently regulated in canlation (Dmπが1記S Cα1),ophylhιS L.) petals
Plant sci.15& 139-145
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S a t o h ,  S . ,  K a n ] く e ,  C . ,  Y o n e n o ,  T . ,  Y o s h i o k a ,  T . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 2 0 0 0 )
C I 〕 a r a c t e r i z a t i o n  o f  p e a r  ( p y π ι S  ι 0 挽 " 1 1 ι π i s  l " . )  s h ' a i n s  d e f e c t i v e  i n  c o l d ・ i n d u c e d
r i p e n i n g  i n  r e l a t i o n  t o  t h e  p r o d u c t i o n  a n d  a c t i o n  o f  e t h y l e n e
J .  J p n .  S O C .  H o r t i c .  s c i . 6 9 ( 2 ) : 1 7 6 - 1 8 2
S 1 1 i b u y a ,  K . ,  Y o s h i o k a ,  T . ,  H a S 1 1 i b a ,  T . ,  a n d  s a t o h ,  S . ( 2 0 0 0 )
R O ] e  o f  t h e  g y n o e d u m  i n  n a t u r a l  s e n e s c e n c e  o f  c a r n a t i o n  ( D i α π t h 1 ι S
C α 1 丁 0 つ h 1 1 h ι S  L . )  a o w e 玲
J .  E X P .  B o t . 5 1 : 2 0 6 7 - 2 0 7 3
H i b i ,  T . ,  T a k a n o ,  M . ,  Y o s h i o k a ,  T . ,  H a s h i b a ,  T . ,  a n d  s a t o h ,  S . ( 2 0 0 1 )
S e n e s c e n c e  r e g u l a t e d  p r o m o t e r  a c t i v i t y  o f  a  c a n l a t i o n  ( D i α π i h " S  ι α 1 : y 0 つ h y l h ι S
L . )  a o w e r  l ・ a n Ⅱ n o c y d o p r o p a n e ・ 1 ・ c a r b o x y ] a t e  o x i d a s e  g e n e ,  D C ・ A C 0 1
J .  J p n .  S O C . H o r t c .  s c i . 7 0  ( 2 ) : 2 1 5 - 2 2 2
W a k i ,  K . ,  s h i b u y a ,  K . ,  Y o s h i o k a ,  T . ,  H a s h i b a ,  T . ,  a n d  s a t 0 1 1 ,  S . ( 2 0 0 1 )
C l o n i n g  o f  a  c D N A  e n c o d i n g  E I N 3 ・ 1 i k e  p r o t e i n  ( D C ・ E I L I )  a n d  d e c r e a s e  i n  i t s
m R N A  l e v e l  d u r i n g  s e n e s c e n c e  i n  c a r n a t i o n  a o w e r  t i s s u e s
J .  E X P .  B o t a n y  5 2 : 3 7 フ ・ 3 7 9
T e r a j i m a ,  Y . ,  N u k u i ,  H . ,  K o b a y a s h i ,  A . ,  F u j i m o t o ,  S . ,  H a s e ,  S . ,  Y o s h i o k a ,  T . ,
H a s h i b a ,  T . ,  a n d  s a t o h ,  S . ( 2 0 0 1 )
M o l e c u l a r  d o n i n g  a n d  c h a r a c t e r i z a t i o n  o f  a  c D N A  f o r  n o v e ]  e t h y l e n e  r e c e p t o r ,
N T ・ E R S I ,  o f  t o b a c c o  ( 1 V 此 ' o h ' α π α  t a h α ι 泓 " 1  L . )
P l a n t  c e 1 1  P h y s i 0 1 . 4 2  ( 3 ) : 3 0 8 3 1 3
羽 柴 洲 良 , 白 石 友 紀 ( 2 0 0 1 )
微 生 物 と 柚 物 と の 相 互 作 用
化 学 と 生 物  3 9  ( フ ) : 4 6 8  4 7 3
遠 藤 貴 司 , 古 1 司 俊 人 , 郷 内 武 , 佐 愁 茂 , 羽 柴 娜 良 ( 2 0 0 1 )
カ ロ チ ノ イ ド 小 合 成 園 筈 型 除 草 剤 に よ る 局 温 下 で の 種 子 発 芽 誘 導
東 北 の 剰 f 草  1 : 3  6
K a t s u r a ,  K . ,  s a s a k i  A . ,  N a g a s a k a ,  A . ,  F u j i ,  M . ,  M i y a k e ,  Y 、 ,  a n d  H a s h i b a ,  T
( 2 0 0 1 )
C o m p l e t e  n u d e o t i d e  s e q u e n c e  o t t h e  l i n e a r  D N A  p l a s m i d  p R S 2 2 4  W i t l ]  h a i t p i n
1 0 o p s  f r o m  R h た o d 0 π i a  s 0 1 α π i  a n d  i t s  u n i q u e  t r a n s c r i p t i o n a l  f o r m
C u r r 、  G e n e t . 4 0 : 1 9 5 ・ 2 0 2
S u g a w a r a ,  H . ,  S I 】 i b u y a ,  K . ,  Y o s h i o k a ,  T . ,  H a s h i b a ,  T . ,  a n d  s a t o h ,  S . ( 2 0 0 2 )
I s  a  c y s t e i n e  p T o t e i n a s e  i n h i b i t o r  i n v o l v e d  i n  t h e  r e g u l a t i o n  o f  p e t a l  w i l t i n g  i n
S e n e s c i n g  c a r n a t i o n  ( D i α π が 伽 S  ι α ? : y 0 つ h 1 1 1 ι ι S  L . )  a o w e r s ?
J .  E X P .  B o t . 5 3  ( 3 6 8 ) : 4 0 7 - 4 1 3
N a r i s a w a , 1 < . ,  K a w a m a t a ,  H . ,  c u r r a l 〕 ,  R .  S . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 2 0 0 2 )
S u p p r e s s i o n  o f  v a ' t i c i 1 1 i u m  w i l t i n  e g g p l a n t  b y  s o m e  f u n g a l r o o t  e n d o p h y t e
E u r .  J .  p l a n t  p a t 1 1 0 ] . 1 0 &  1 0 3 - 1 0 9
7 3
7 4
7 5
7 6
フ フ
7 8
7 9
8 0
8 1
認 Ohki, T., Masuya, H., Yonezawa, M., usuki, F., Narisawa, K., and Hashiba,
T.(2002)
C010nization process of the toot endophytic fungus Hιiι10ι0π11ι"1 d1αeiのつかα in
roots ol chinese cabbage
Mycoscience 43 (2):191-194
1くosugi, Y., xvald, K.,1Wasalくi, Y., TSUTuno, N., Mochizuki, A., Yoshioka, T.,
Hashiba, T., and sat01〕, S.(2002)
Senescense and gene expression of transgenic non・ethylene・producing
Carnation aoweTS
J. Jpn soc. Hort. sci.71価):638-642
Usuki, F., Narisawa,1<., Yonezawa, M.,1くakishima, M., and Hashil〕且, T
(2002)
An ef丘Ciel〕t inoculaⅡon method fol c010nization of chinese cabbage seedlings
by the root endophytic fungus Hιiιj'0ι0πhι"1 dh1ιtoSつυ'α
J. Gen. plant patl〕01.68:326-332
Sugawara, H., Yoshioka, T., Hashiba, T., and satoh, S.(2002)
Antifungal activity of a recombinant carnation cystain, rDC・cpln
P]ant Biotechn01.19 (3):207-209
Shibuya, K., Nagata, M., Tanilくawa, N., YOSI〕ioka, T., Hasl〕iba, T., and satoh,
S.(2002)
Comparison ot mRNA levels of three ethylene receptors in senescing flowa'S
Of carnation (Diαπih記S ια1〕,0つhylhιS L)
]. EXP. Bot.53:399-406
Morita, S., Azuma, M., Aoba, T., satoh, H., Narisawa, K., and Hashiba, T
(2003)
Induced systemic resistance of chinese cabbage to baderia11eaf spot and
Alternaria leaf spot by the root endophytic tungus, Hιiι1力ι0脱'1ι挽 dlnι加SPUτ1
J. Gen. P]ant path01.69:71-75
Nagasaka, A., sasald, A., sasaki, T., Yonezawa, M., Katsura, K., and Hashiba,
T.(2003)
EXPNssion and loca]ization of the linear DNA plasmid・encoded protein
(RS224) in Rhizod0πia s01απi AG2・2
FEMS Microbi01.上ett.225:41-46
Narisawa, K', chen, M., Hashiba, T., and Tsuneda, A.(2003)
Ultrasttucturalstudy on interaction between a sterile, WI〕ite endophytic fungus
and eggplant roots
J. Gen. plant path01.69:292-296
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G o n a i ,  T . , 1 く a w a h a r a ,  S . ,  T o u g o u ,  M . ,  s a t o h ,  S . ,  H a s h i b a ,  T . ,  H i r a i ,  N . ,
K a w a i d e ,  H . ,  K a m i y a ,  Y . ,  a n d  Y o s h i o k a ,  T . ( 2 0 0 4 )
A b s c i s i c  a d d  i n  t h e  t h e r m o i n h i b i t i o n  o f  l e 杜 U c e  s e e d  g e T m i n a t i o n  a n d
e n h a n c e m e n t  o f  i t s  c a t a b o l i s m  b y  g i b b e r e Ⅱ i n
J .  E x t .  B o t . 5 5 : 1 1 1 - 1 1 8
羽 柴 都 良 , 森 田 聡 一 郎 , 成 汗 才 彦 , 蔀 史 曉 ( 2 0 0 3 )
根 部 エ ン ド フ プ イ ト の 共 生 お よ び 病 害 川 唯 " メ カ ニ ズ ム
Π 人 農 芸 化 学 会 誌  7 フ ( 2 ) : 1 3 0 - 1 3 3
N a r i s a w a ,  K . ,  u s u l d ,  F . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 2 0 0 4 )
C o n t r 0 1  0 f  v e r t i c i Ⅱ i u m  y e Ⅱ O w s  i n  c h i n e s e  c a b b a g e  b y  杜 W  D a r k ・ s e p t a t e
e n d o p h y t i c  f u n g u s  L t v B 3
P h y t o p a t h 0 1 0 g y  9 4 : 4 1 2 - 4 1 8
K a w a m a t a ,  H . ,  N a r i s a w a ,  K . ,  a n d  H a s l ] i b a ,  T . ( 2 0 0 4 )
S u p p r e s s i o n  o f  r i c e  b l a s t  d i s e a s e  b y  t h e  p h y 1 1 0 p l a n e  f u n g i i s o l a t e d  f r o m  r i c e
P l a n t s
J .  G e n .  p l a n t  p a t h 0 1 . 7 0  ( 2 ) : 1 3 1 - 1 3 8
Y o n e z a w a ,  M . ,  u s u k i ,  F . ,  N a r i s a w a , 1 < . ,  T a k a h a s h i J . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 2 0 0 4 )
A n a t o m i c a l  s t u d y  o n  t h e  i n t e r a c t i o n  b e t w e e n  t h e  r o o t  e n d o p h y t i c  f u n g u s ,
H ι t ι 1 η C 0 π 力 n π  d 1 α ι i o S つ 力 で  a n d  c h i n e s e  c a b b a g e
M y c o s c i e n c e  4 5 ( 6 ) : 3 6 7 3 7 1
N a r i s a w a ,  K . ,  s h i m u r a ,  M . ,  u s u l d ,  F . ,  F u k u h a r a ,  S . ,  a n d  H a s h i b a ,  T . ( 2 0 0 5 )
E 丘 e c t s  o f  e n v i r o m n e n t a l  c o n d i t i o n s  o n  t h e  b i 0 1 0 g i c a l  c o n t T 0 1  0 f  d u b l ' o o t  i n
C h i n e s e  c a b b a g e  b y  r o o l  e n d o p h y Ⅱ C  f u n g u s  H ι t ι 1 0 ω π h ι 祝 ι h a e i o S つ か α
P l a n t  D i s .  G n  p r e s s )
9 1
9 2
船
9 4
9 5
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口 頭 発 表 ( 学 会 報 告 な ど )
1 . 三 沢 止 生 , 羽 柴 鄭 良  a 9 6 6 )
ア ブ ラ ム シ の 口 針 挿 入 行 動 に お け る 絶 食 の 影 糾 と ウ イ ル ス の 関 係
Π 柚 病 報  3 2 : 3 0 8  儒 韓 演 要 旨 )
2 . 三 沢 正 牛 , 羽 柴 都 良  a 9 6 7 )
ア ブ ラ ム シ の 吸 汁 と 寄 生 細 織 の ウ イ ル ス 活 性 と の 関 係
Π 稙 病 祁  3 3  ( 2 ) : 1 0 8  ( 誥 演 要 旨 )
3 . _ 上 三 沢 正 牛 , 羽 柴 輝 良  a 9 6 8 )
B Y M V  0 モ ザ イ ク 菓 の 摩 篠 が ア ブ ラ ム シ の ウ イ ル ス 獲 得 に 及 ぼ す 影 糾
日 植 柄 縦  3 4  ( 3 ) : 2 0 0  ( 舐 演 要 旨 )
4 三沢正生,羽柴輝良(1969)
櫂病葉の部位とアブラムシによるウイルス獲得
訂植病帳 35 (2):124 (i品演要旨)
羽柴娜良, 111「1高緋 a971)
イネ紋枯病菌菌核の水,1リ熨北と内部形態との関連
日植病報 37 (3):164 (i偉演要旨)
羽柴洲良,炭木静夫 a971)
イネ紋枯病菌菌核のageと発芽
日柏病報 37 (5ン 399 (i'演要旨)
羽柴輝良,茂木静大 a972)
イネ紋枯柄菌菌核の形成経過と内部形態の変化
日杣病桜 38 (3):178 (講演要旨)
羽柴洲良,茂木師夫 a973)
イネ紋枯病の病勢進展,とくに上位逢展について
Πれ削丙報 39 (3):189 190 (部1演要旨)
羽柴那良,茂木静犬(1973)
イネ紋枯摘菌菌核の形成と細胞の形態変化
Π和'〔病帆 39 (2):174-175 (荊演要旨)
羽柴却良,茂木静夫,八人貞子 a974)
全国から採集したイネ紋枯病菌菌株の生育に及ぼす温度の影粋
Π杣病縦 40 (3ン 190 住M演要旨)
羽柴輝良,山Π富犬,茂人1"夫 a976)
イネ紋料i病の上位進展経過と上位進展に関ぢ・する葉鞘内窒業・澱粉の量的変化
門和'i病蝦 42 (3):333 (講演要旨)
羽柴鄭良, R. C. staples a976)
イネ紋枯病菌の菌核形成過程における核酸代謝
Πれ削丙縦 42 (D :1船一110 q澁演要旨)
羽柴却良,人村健治,内山田博士 a97フ)
外国稲品種におけるイネ紋枯病のH立巡展
H舶病報 43 (3):316 (剤演要旨)
羽柴那良 a97フ)
イネ紋枯柄菌の菌核形成に対するCyclicAMPの影糾
Π村U丙報 43 a):118 Π9 ('吊演要旨)
湯野一郎,羽柴珂良,茂木静夫 a978.3)
イネ紋枯病菌の稲体士'における病斑の進展と温度の関係,第30回北陸病害虫研
究会発表
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湯 野 ・ 鄭 , 羽 柴 櫛 良 , 茂 木 師 犬  a 9 7 8 )
イ ネ 紋 枯 病 菌 の 上 位 進 展 に お け る 湘 度 と 稲 体 内 成 分 の 関 係
H 植 柄 + 艮 " ( 3 ) : 3 4 8  4 苛 演 要 旨 )
羽 柴 都 良 , 1 i 川 辰 火 ( 1 9 7 8 )
イ ネ 紋 枯 病 菌 の 菌 核 形 成 に 対 す る 環 状 A M P の 影 糾 Ⅱ
日 村 リ 丙 桃  U  ( 3 ) : 3 4 8  住 佐 演 要 旨 )
野 川 孝 人 , 羽 柴 娜 良 , 佐 際 善 司 ( 1 9 7 9 )
イ ネ リ ゾ ー プ ス 苗 立 枯 病 縦 病 根 の 刑 蛾 裟 学 的 観 祭
H 1 1 削 1 丙 縦  4 5  a ) : 7 9  ( 訓 i 演 要 旨 )
羽 柴 師 良  a 9 7 9 )
イ ネ 紋 枯 病 菌 の 培 地 上 に お い て の 浮 上 菌 核 形 成 誘 導
Π 加 ' リ 丙 桃  4 5  ( D  : 1 2 1  1 2 2  ( i 批 貞 要 旨 )
羽 柴 輝 良 , 小 林 尚 志  a 9 7 9 )
イ ネ 紋 枯 病 の 病 斑 進 展 の モ デ ル 山 線 と 1 朝 場 朋 査 結 果 と の 比 岐
" 柚 病 報  4 5  ( 4 ) : 5 2 0  ( 誥 演 要 旨 )
羽 柴 却 良 , 小 池 賢 治 , 山 元 剛 , 山 山 昌 雄 ( 1 9 8 0 )
イ ネ 紋 枯 病 の 最 1 島 病 斑 高 * と 発 病 株 率 か ら 減 収 _ 砧 の 笄 出
Π 柚 病 報  4 6  ( 3 ) : 3 6 8  ( ' ; 降 酒 { 要 旨 )
羽 柴 1 那 良 ,  1 」 _ 1 [ H 昌 雄  a 9 8 0 )
イ ネ 紋 枯 拡 菌 菌 核 の 空 胞 化 細 胞 内 炭 酸 ガ ス 濃 度 と 菌 核 の 生 存 と の 関 係
Π 杣 病 報  4 6  ( 3 ) : 3 6 8  q M 演 姜 旨 )
羽 柴 削 { 良 , 鬼 木 正 臣 , 1 Ⅱ 田 昌 難 ( 1 9 8 D
イ ネ 紋 枯 病 伽 ' 単 個 担 胞 子 分 航 株 の プ ロ ト プ ラ ス H 鞍 合 に よ る 合 成 株 の 作 出 と そ
の 諸 性 質
日 柚 病 縦  4 7  ( 3 ) : 3 6 5  ( 誥 演 変 旨 )
羽 柴 娜 良  a 9 8 D
イ ネ 紋 枯 J 1 扇 胸 の 菌 核 形 成 , 柚 物 感 染 機 作 ・ 病 即 イ ヒ 学 淡 話 会 ( 日 木 舶 物 病 理 学 会 )
羽 柴 輝 良 ( 1 9 8 D
柄 原 リ f 菌 の プ ロ ト プ ラ ス ト と そ の 応 用 , 第 2 5 1 回 日 人 真 菌 学 会
羽 柴 娜 良 ,  U _ 1 田 昌 雄 ( 1 9 8 D
イ ネ 紋 枯 病 菌 の 隊 斗 幻 杉 成 過 程 に お け る 細 胞 数 , 核 数 お よ び 核 触 含 量 の 変 化 に つ
い て
Π 禎 病 帳  4 7  a ) : 9 1 ( 講 演 要 旨 )
羽 柴 洲 良 , 山 田 昌 雄 ( 1 9 8 D
イ ネ 紋 枯 病 菌 菌 糸 か ら の プ ロ ト プ ラ ス ト の 分 航 ・ 粘 製
U 机 リ 丙 報  4 7  ( 1 ) : 1 3 4  ( 誥 演 要 旨 )
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28 羽柴御良,山Ⅱ1昌雄 a982)
イネ紋枯病菌の浮遊菌核に対する薬剤の効果
日柏病報 48 (D 132 (講演要旨)
斗"踏軍良,小池賢治, LI_1山昌鳳(1982)
イネ紋枯病菌の水平進展の擢側と算出法
日舶病帳 48 (3):345 (;柿演要旨)
羽柴洲良,山田昌商ι a982)
イネ紋枯病の病斑局率と発病株率からの発生予測の試み
L坤州丙机 48 (3):345 q佳演要旨)
小池賢治,羽柴娜良 a982.1.29)
上越地力におけるイネ紋枯病の充q・'予測プjt太
北陸病害虫研究会
井尻勉,羽柴柳良,Ⅱ1田昌雛(1982)
イネ紋枯柄による減収姑予測のシミュレーシ"ンモデルの作製
日杣病縦 48 (3):3妬 G佐演要旨)
T. Hashiba, M. Hya]くUmachi, Y. Homma, and A. Matsuda (1983)
Isolation and chal'aderization of a plasmid DNA in the fungus Rhlzod0π1α
S0厶1πi
The 4th lntemationa] congress of p]ant path010gy, Abst, P.202
羽柴洲良 a983)
植物病原糸状菌のプラスミド,柚物感染生N踊炎話会細本柚物病理学会)
宇野功,石川辰夫,羽柴師良,山IU昌鄭. a983)
イネ紋枯病偽の菌核形成誘群における環状アデニル酸の作用機作について
日村リ1対縦四(3):374 (計'演妾旨)
羽柴輝良,山田昌雄 a983)
NTG処哩によるイネ紋枯病菌プロトプラスト変異株の作出と,それを用いた
プロトプラストの融合
日柚病帳四(1):127 128 (iル演要旨)
八取樫博志,羽柴都良,山田目,雄 a983)
いもち拓菌のプロトプラスト形成条件の検討
日舶病報四 a):127 (諧演要旨)
小池賢治,小嶋昭雛,羽柴凱i良(1984.2)
イネ紋枯病の適正防除を進めるための広域調査法
第36回北陸捕冉虫研究会
崔応哲,羽柴娜良,八亟樫Mり占(1984)
Rhlzodωlia s01απi,四yガαdαガα 0/:yZαι 1¥iのプロトプラスト再4三におよほす 2,3
の要囚
日柚}丙帳 50 (3):397 398 (誥演要旨)
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羽 柴 抑 良 , 手 塚 保 行 , 鈴 井 孝 仁  a 9 8 5 )
R 1 記 ' Z ω 加 π i a s 0 1 卿 i 菌 の プ ロ ト プ ラ ス ト の 凍 結 保 存 法
日 杣 病 報  5 1  a ) : 5 2  5 3  ( i 苗 演 要 旨 )
T .  H a s h i b a  ( 1 9 8 5 )
P l a s m i d s  r e s p o n s i b l e  f o r  p a t h o g e n i c i t y  a n d  m o r p h 0 1 0 g y  i n  R h た o d 0 π i a  s 0 1 α π 1
T h e  u s . ・ J a p a n  c o o p e r a t i v e  s c i e n c e  s e m i n a r
小 池 賢 治 , 小 嶋 昭 雄 , 羽 柴 都 良  a 9 8 5 )
イ ネ 紋 枯 柄 の 発 病 調 査 に 必 要 な 標 本 数 と サ ン プ リ ン グ 法
日 柏 病 桃  5 1  a ) : 兜 9 3  q 赴 演 要 旨 )
羽 柴 輝 良  a 9 8 5 )
イ ネ 紋 枯 病 の 発 生 生 態 に 関 す る 研 究
Π 本 柏 物 病 理 学 会
羽 柴 輝 良 , 手 塚 保 行 , 鈴 井 孝 仁  a 9 鉐 . 4 )
R h i 2 ω m π i a s 0 1 α π i の プ ロ ト プ ラ ス ト の 徠 糸 吉 保 存 法
第 3 1 回 凍 結 及 び 乾 燥 研 究 会
羽 柴 輝 良  a 9 8 印
れ 劇 勿 病 理 分 野 に お け る バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 現 状 と 今 後 の 展 望
Π 本 農 学 会 大 会
羽 柴 都 良  a 9 8 6 )
芝 草 病 害 へ の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 利 用
Π 木 芝 草 学 会
羽 柴 飾 良 ( 1 9 8 6 )
バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー と 作 物 保 護
日 木 農 芸 化 学 会 関 東 支 部 大 会
羽 柴 鄭 良 , 廣 近 洋 彦 , 池 田 穣 衙 , 鈴 井 孝 仁 ( 1 9 8 6 )
R h た o d 飢 m s 0 1 伽 i 菌 の 翻 剣 犬 プ ラ ス ミ ド の 性 状
Π 植 病 桜  5 2 : 5 3 1 ( 誥 演 要 旨 )
藤 巻 雄 一 , 欠 尾 板 恒 鮒 , 原 澤 良 栄 , 羽 柴 娜 良  a 9 8 7 )
イ ネ 紋 枯 病 売 生 予 測 モ デ ル ( B U G H T A S ) の 新 潟 県 へ の 適 用 と 薬 剤 防 除 効 果
の モ デ ル へ の 追 加
日 柚 病 報 認 ( 3 ) : 3 7 3 - 3 7 4  ( 講 演 要 旨 )
羽 柴 鄭 良  a 9 8 7 )
微 生 物 に よ る バ イ オ コ ン ト ロ ー ル
第 1 4 回 Π 木 防 菌 防 τ 迎 学 会
羽 柴 娜 良 ( 1 9 8 7 )
菌 類 に お け る プ ラ ス ミ ド と そ の 役 割
第 5 川 感 染 牛 理 談 話 会 ( 日 本 植 物 病 理 学 会 )
羽 柴 輝 良 , 池 田 穣 衛 , 江 原 淑 夫  a 9 8 7 )
R . s o m π i 菌 の 線 状 プ ラ ス ミ ド ,  P R S 6 4 の 構 造 と 宿 主 染 色 休 D N A  と の 相 補 性
部 勿
Π 杣 病 報  5 3  ( 3 ) : 3 6 9  ( 講 演 要 旨 )
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53 中神敏,羽柴輝良,江原淑夫 a988)
トマト萎凋病菌からプロトプラスト分航
Π植病報 54 (3ン 352 令苛演要旨)
T. Hashiba (1988)
Role of linear DNA plasmids in planゆathogenic fungi
The 5th lnternational congress of plant path010gy
T. Hashiba (1988)
Mm'phogenesis of sderotia in Rh120d0π1α S01απι
SateⅡite Meeting of 5th lnta'national con即'ess of plant patl〕010gy
T. Hashiba and T.単ri (1988)
Estimation of yield loss and computerised fm'ecasting system (BLIGHTAS)
foT rice sl〕eath blight disease
International symposium on crop Loses due to disease outbreak in the topics
and countermeasures
小池賢治,羽柴輝良 a988)
アメダス資料から株間湿度の推定とイネ紋枯病発生予測モデル
(BLIGHTAS)への適用
日前削丙報 54 (3):344 ('ル演要旨)
宮坂篤,羽柴都良,江原淑夫(1988)
Rhたod0πiasomπiの菌糸融合第1~6群から検出されたプラスミド様DNAの
相同性
日植病報 54 (3):369 (論演要旨)
宮坂篤,羽柴洲良,江原淑犬 a988)
Rhたod0膨'a s01απiの菌糸融合第 1~ 6 群から検Ⅱ_1されたプラスミド様DNA
の扣同性
Π柚病報 54 a):89 (誥演要旨)
宮下俊一郎,廣近洋彦,池田穣衛,羽柴洲良(1989)
RhizodωガαS01伽i菌の線状プラスミド, PRS64 の構造解析
Π植病報 55:485 (講演要旨)
T. Hashiba (1989)
Structure and function of linear plasmid DNAs in phytopathogenic fun即
The lnternational symposium on p】ant patho]ogy Korea
廣田心彦,羽柴輝良,内海敏子,日向康吉,江原淑夫 a989)
Fuzarium菌から検出されたプラスミド様DNAの性状と菌株問の近縁に関す
る2,3の知見
Π柵U丙帳 55:485 (i乱演要旨)
廣幽碓〔彦,羽柴抑良,松尾卓見,江原淑大(1989)
Fusarium 菌から検出されたプラスミド様DNA
日植病帳郭(1ン 87 (誥演要旨)
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羽 柴 輝 良 ( 1 9 9 0 )
柚 物 保 護 に お け る バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 役 割
上 壌 肥 * 平 γ 会 , 要 旨 条  3 6 : 1 9 - 2 0
' 宮 、 F 俊 ・ 一 郎 , 廣 近 洋 彦 , 池 田 穣 衛 , 羽 柴 劃 1 良  a 9 9 0 )
R h i z o d 0 π m  s 0 1 α 1 ガ 菌 の 線 状 プ ラ ス ミ ト ,  P R S 6 4  の 末 謝 新 峰 造 お よ び 複 製 機 構 の
解 析
Π ■ 州 丙 報  5 6 : 3 7 3  ( 誠 演 要 旨 )
若 牛 . 忠 幸 , 羽 柴 1 甲 良 , π 原 淑 火  a 9 9 0 )
パ ル ス . フ ィ ー ル ド ・ ゲ ル 確 気 泳 動 ( P F G E ) 法 に よ る  R h i 2 0 d 0 1 π ' a  s 0 1 α π i ,
四 y ガ α d α ガ α  0 刻 Z α ι 菌 か ら の 染 色 体 の 分 航 お よ び プ ラ ス ミ ド ,  P R S 6 4  と の 相 1 田
性
Π 植 ; 丙 帳 詔 : 8 9  ( 誠 演 要 旨 )
若 牛 危 リ 老 , 羽 柴 卸 良 , 廣 H _ 1 i 百 彦 , 江 原 淑 大  a 9 9 0 )
パ ル ス . フ ィ ー ル ト . ゲ ル 磁 気 泳 動 ( P F G E ) 法 に よ る 机 科 勿 病 原 糸 状 菌 か ら の
巨 大 D N A の 分 航
日 杣 病 織  5 6 : 3 7 3  ( 誥 演 要 旨 )
及 川 俊 雛 , 羽 柴 都 良 , 辻 英 明 ( ] 9 9 0 )
イ ネ 紋 枯 病 発 牛 予 訓 田 L I G H T A S ) の 宮 城 県 に お け る 適 合 性 と 菌 核 U 1 の 推 定
Π 柚 病 報  5 6  ( 1 ) : 1 1 4  1 1 5  ( 講 演 要 旨 )
羽 柴 凱 i 良 ( 1 9 9 0 )
柚 物 保 護 に お け る バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 役 割
日 人 士 肥 学 会 , 3 6 : 1 9 - 2 0  ( ' 吊 色 U 要 旨 )
横 山 克 至 , 井 尻 勉 , 心 田 靖 久 , 羽 柴 輝 良 ( 1 明 D
ア メ ダ ス 資 料 を 利 用 し た 相 刻 1 靭 叟 の 推 定 法 と イ ネ 紋 枯 病 発 化  f 測 モ デ ル
( B U G H T A S ) へ の 適 用
F 休 州 丙 桃  5 7 : 4 0 1  ( , ; 蹴 貞 要 旨 )
T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 1 )
E p i d e m i 0 1 0 g y  a n d  c o n t r 0 1  0 f  s ] ] e a t l 〕  b l i g l ] t  i l ]  J a p a n
B i 0 1 0 g i c a ]  c o n t r o 】  o f  R i c e  D i s e a s e s  T r a i n i n g ・ c u m ・ p l a n n i n g  w o r l く S I 〕 O P
鈴 木 文 彦 , 宮 下 俊 ・ 一 郎 , 廣 近 汗 彦 , 林 田 久 美 子 , 羽 男 郭 甲 良  a 9 9 D
R 1 記 ' z o d ω h a s o / m l i 菌 の 線 状 プ ラ ス ミ ド ,  P R S 6 4  の シ ー ケ ン シ ン グ と 機 能 解 析
の 試 み
H 柿 病 帳  5 7 : 4 1 2 - 4 1 3  ( ' 肝 演 要 旨 )
陳 峰 鎚 , 羽 柴 1 半 良 , 宮 坂 篤 , ' 宮 下 俊 一 ・ 郎 , 1 _ [ 原 淑 夫 ( 1 9 9 1 )
R 1 π ' z o d 0 π m  s o m π i A G ・ 4 群 菌 株 か ら 検 出 さ れ た プ ラ ス ミ ド 様 D N A  の 近 ネ 剥 生
日 植 ; 丙 娘 " : 8 8  8 9  ( 講 演 要 冒 )
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74 小林隆,羽柴卸良,若牛忠→e,'原淑夫(]992)
Rhizod0π加 S01απiにおけるゲノム DNA のケ"雛とプラスミド, PRS64 との関
係
Π杣病帳 58:575 (乱W貞要旨)
羽柴鄭良 a四2)
病原菌およびウイルスにおける造仏子の枇造と機能,平成4年度植物生理感染
談話会(U本植物病理学会)
ポ怨山上史,羽柴鄭良,馬場康治,江原淑大(1四2)
Rhたod0πias01απiのプラスミド, PRS64 の機能解析(Ⅱ)
日柏病帆 58:575 (講演要旨)
本郷正史,'1'場康治,1f原淑夫,羽柴輝良 a四2)
Rhたod0πia so/α1π'菌のプラスミドPRS64 の機能仰"斤(1) PRS64 と RNA と
の相1司性
H和'【病報 58:120 12]瑞韓演要旨)
本郷正史,江原淑火,羽柴飢良(1993)
Rhi卯dωlia s01απiのプラスミド, PRS64 と札Π司性をもつ RNA の CDNA ク
ローニングとシーケンス
Π舶病報 59:58 (計'演要旨)
T. Hashiba (1993)
Bi010gy of Rhlzod0π1α S01απlin the temperate countries
Rice sheath BⅡght Management workshop
T. Hashiba (1993)
Inauence of mia'obial antagonists on sheath bligl〕t epiden〕ics
IRRI・Japan seminar & shuttle research Review
T、 Has]〕iba (1993)
Structure and function of DNA plasmids in p]ant pathogenic flmgus
Rhi20d0111α S01απi
Xv lntemational Botanical congress
西晃4_,宮坂篤,本郷正史,鈴木文彦,江原淑大,羽柴娜良 a993)
Rhたod0πm s01研liのプラスミド, PRS64-1,・2,・3 の相同1牛を有する ORF とタ
ンパク質
Eリ1削丙都 59:760 7田(i拓演要旨)
伊東久美f,羽柴娜良,1U京淑大 a四3)
Nhたod0πia solmガ菌完寸蝕合第 2,4,6群菌間のプラスミド DNA の制限酵系
地図の比較
Π柘リ丙報 59:761 q品演変旨)
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別
大 平 有 紀 , 羽 柴 輝 良 , 江 原 淑 夫 ( 1 9 9 3 )
R h た o d 0 π i a s o m π i ( A G 4 ) に 属 す る  1 菌 株 か ら 得 た 担 子 胞 ・ f 分 剛 菌 株 の 諸 枇
質
H 柚 病 報  5 9 : 7 6 0  ( 講 演 要 旨 )
羽 柴 娜 良  a 9 9 3 )
作 物 の 病 害 制 御 に 関 す る 分 子 生 物 学 的 ア プ ロ ー チ ー 菌 類 病
平 成 5 年 度 関 東 東 而 地 域 牛 物 工 学 研 究 会 資 料  P P . 5 一 Ⅱ
川 西 健 児 , 横 1 _ u j 乞 至 , 井 尻 勉 , 羽 柴 輝 良 , 宮 下 武 則 ( 1 9 9 3 )
ア メ ダ ス デ ー タ を 利 用 し た 樹 対 1 屍 度 の 推 定 法 の 香 川 県 に お け る 適 合 性 と 紋 枯 病
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル へ の 応 用
四 国 病 害 研 ( 誠 演 要 旨 )
T .  H a s h i b a ,  M .  H o n g o ,  F .  S U Z U ] d ,  a n d  A .  M i y a s a l く a  ( 1 9 9 4 )
G e n e  e x p r e s s i o n  o f  t h e  l i n e a r  D N A  p l a s m i d s  p R S 6 4  m  R h i z o d 0 π i a  s 0 1 α π 1
A P S  A n n u a l  M e e t i n g
宮 坂 篤 , 本 郷 正 史 , 江 原 淑 夫 , 羽 柴 輝 良 ( 1 9 9 4 )
R h i z o d 0 π i a s o l m ガ の プ ラ ス ミ ド ,  P R S 6 4  に 存 在 す る  O R F  の 大 腸 菌 に お け る
発 現 と タ ン パ ク 質 の 牲 状
H 植 病 机  6 0 : ( 誠 演 要 旨 )
羽 柴 那 良 ( 1 9 9 心
欧 米 諸 国 に お け る 最 近 の 植 物 病 理 学 研 究 * 恬
日 本 植 物 病 理 学 会 東 北 部 会 創 立 3 0 周 年 記 念
介 舘 公 了 , 伊 東 久 美 f , 江 原 淑 夫 , 羽 柴 輝 良 ( 1 四 4 )
R h i 加 d 0 π i a s o / m l i ( A 6 1 - 6 ) の 全  R N A  と プ ラ ス ミ ド  D N A  と の 相 同 性
Π 舶 病 報  6 0 : ( 講 演 要 旨 )
倉 舘 公 子 , 生 井 潔 , 江 原 淑 大 , 羽 柴 鄭 良 ( 1 9 9 4 )
R h i 2 0 d 0 π m  s 0 1 α 1 π 菌 糸 融 合 2  2 群 の プ ラ ス ミ ド P R S 2 2 4  と 相 同 性 を も つ  R N A
の 相 同 領 域 の 推 定
日 植 病 机  6 0 : 7 5 9  ( 講 演 要 旨 )
成 沢 ・ ' 彦 , 景 仕 " 暑 二 , 羽 柴 抑 良 , 松 井 武 彦  a 四 4 )
P m S 1 加 d 勿 っ 加 氾 h 地 S S 北 伽 の 単 一 休 眠 胞 子 に よ る 猪 上 柚 物 へ の 接 種 法
日 柏 病 隷  6 0  ( 3 ) : 3 聡 ( 講 演 要 旨 )
宮 、 ト 享 子 , 羽 柴 柳 良 , 江 岬 嘉 段 犬 ( 1 9 9 4 )
キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス 黄 斑 系 感 染 タ バ コ に お け る 病 斑 の 進 展 と ウ ィ ル ス 増
励
日 植 病 机  6 化 ( 誰 演 要 旨 )
8 5
8 6
8 7
8 8
8 9
9 0
9 1
9 2
9 3
財 宮下享子,源井誠,柄澤明,羽柴輝良,江原淑夫 a994)
キュウリモザイクウイルス感染タバゴにおけるモザイク形成とウイルス増殖
日植病報 60:761 762 倫粘演要旨)
成澤才彦,羽柴鄭良,河又仁,松井武彦 a船4)
ハクサイおよびカブ根面に定着を有する菌類について
茨城県病虫研究会
川西健児广宮下武則,森充隆,横山克至,井尻勉,羽柴輝良 a994)
イネ紋枯病シミュレーションモデル(BLIGHTAS)の香川県における適合性
とAMeDASデータを利用した相対湿度の推定式のBLIGHTASへの適用
日柏病報 60 (3):358 (講演要旨)
小林隆,井尻勉, T.W.Mew,羽柴輝良 a994)
フィリピンにおけるイネ紋枯病の発生、予測
日植病桃 60 (3ン 359 (講演要旨)
羽柴加良(1995)
持続型農業のための病害発生恬帆・・イネ紋枯病の発生予察一
平成6年度システム農学会
倉舘公子,生井潔,伊東久美子,江原淑夫,羽柴都良 a995)
Rhi20d0πias01απi菌糸融合22群のプラスミド, PR224 の相同 RNAの解析
日市劇丙帳236-237 (i織演要旨)
T. Kobayashi, T,1jiri, T. W. Mew and T. Hashiba 住99励
Application offorecasting system (BLIGHTAs and BLIGHTASIRRI) forrice
Sheath bⅡ創〕t disease in Japan and the phi1ゆPines
Intemationalwor]鵜hop on the pest Management strategiesinAsian Monsoon
Agroecosystems
成澤才彦,羽柴都良 a995)
四ms"mdmつhのαh地SS北αιの休眠胞fの活性および核数について
Π本菌学会第39回大会
小林峰,井尻勉, T.W. Mew,羽柴飼(良 a995)
フィリピンにおけるイネ紋枯病シミュレーションモデル(BLIGHTASIRRD
の作鍵と被客の予測
日植病報 61(3ン 224 (講演要旨)
成沖才彦,羽柴加良 a995)
根面菌によるハクサイ根こぶ病菌(P1αS祝odioph0地 h地SS北αι)のイ1三物防除につ
いて
日稙病報 6]:(講演要旨)
鮖
96
97
98
99
25
100
101
102
103
2 6
1 0 4
佐 々 木 厚 ・ f 广 宮 坂 篤 , 江 原 淑 夫 , 羽 柴 洲 良  G 9 9 5 )
肌 酬 勿 病 原 糸 状 菌 R h i 勿 d 卯 i a s o l m π ' に お け る 新 規 タ ン パ ク 質 の 発 現 と 細 胞 内 所
在
日 柚 刑 般 引 ( 6 ) : 6 3 9  ( i " 演 要 旨 )
中 澤 広 行 , 若 生 忠 平 , 小 林 隆 , 江 原 淑 夫 , 羽 柴 岬 良 ( 1 9 9 5 )
舶 物 病 原 糸 状 菌 R h た o d 0 机 ' a s 0 1 研 ガ の プ ラ ス ミ ド ,  P R S 6 4  と ゲ ノ ム  D N A  と の
関 連 性
H 柚 病 Ⅵ 1  6 1  ( 6 ) : 6 3 8  6 3 9  q 苗 演 要 旨 )
系 十 真 , 倉 舘 公 ・ f , 生 井 潔 , 杠 平 次 , 伊 束 久 美 子 , 江 原 淑 夫 , 羽 柴 輝 良
a 9 9 6 )
R h た 叱 加 π i a s 0 1 α m ' 菌 糸 融 介 第 2 - 2 群 の プ ラ ス ミ ド  P R S 2 2 4  の O R F 領 域 の 1 佐 定
日 1 1 削 丙 綴  6 2 : 2 9 7  ( 誥 演 要 旨 )
成 汗 才 彦 , 羽 柴 洲 良  a 9 9 6 )
ノ ＼ ク サ イ 根 こ ぶ 1 丙 菌 ,  P 1 α S 1 π o d i 0 つ h ω で  b l , a s s i m ι の j 丙 徴 発 牙 1 に つ い て
平 成 8 年 度 日 人 市 酬 勿 病 即 学 会 感 染 生 理 談 話 会
佐 々 人 厚 子 , 宮 坂 篤 , 中 島 佑 , 〒 川 俊 彦 , 汀 ' 原 淑 犬 , 羽 柴 凱 ( 良 ( 1 9 9 6 )
R h h o d 卿 m s 0 1 α π i の 新 規 タ ン パ ク 質 ( R S 6 4 ) の 網 Ⅲ 泡 内 局 在 性
Π 和 ' 〔 病 蛾  6 2 : 2 9 6  2 9 7  ( 舐 演 要 旨 )
宮 坂 篤 , 佐 々 木 厚 子 , 二 三 宅 谿 , 梶 原 英 之 , 早 ・ 川 俊 彦 , 1 工 原 淑 夫 , 羽 柴 娜 良
a 9 9 6 )
R h h o d 0 π i a  s 0 1 α π i の プ ラ ス ミ ド ,  P R S 6 4  か ら 発 現 す る 新 規 タ ン パ ク 質
( R S 6 4 ) に 対 す る 合 成 ぺ プ チ ド 抗 休 の 作 製 と 菌 休 内 タ ン パ ク 質 の 検 出
日 柏 病 帳  6 2 : 2 9 6  ( i 佑 演 要 旨 )
早 . 坂 史 牛 , 福 井 希 一 ・ , 1 人 Ⅱ 嫉 繁 男 , 村 二 幸 次 , 小 林 隆 , 江 原 淑 犬 , 羽 柴 鄭 良  a 的 6 )
R h た o d 0 π m s 0 1 α π i の 体 細 胞 分 裂 に お け る 核 の 動 態
日 杭 柄 縦  6 2  ( 6 ) : 6 船 ( 講 演 要 旨 )
成 澤 才 彦 , 羽 柴 娜 良  a 9 9 6 )
P m S 抗 o d m つ j m 地 加 α S S 北 α ι に よ る ハ ク サ イ 根 こ ぶ 病 を 抑 制 す る 根 部 エ ン ド フ ブ
イ ト ,  H ι 加 で ω π 力 訂 π  d 1 α ι 加 S つ か 0
日 械 病 報  6 2 : 2 別 ( 誥 演 要 旨 )
小 林 隆 ,  T .  W .  M e w , 斗 " 獣 単 1 辻 ( ] 9 9 6 )
フ ィ リ ピ ン に お け る イ ネ 紋 枯 病 の 初 期 感 染 源 に 対 す る 擢 病 舶 物 残 済 の 関 与
U 柚 病 帆  6 2 : 2 7 3  ( 講 演 要 旨 )
1 0 5
1 0 6
1 0 7
1 0 8
1 0 9
1 1 0
1  1  1
Ⅱ 2
H3成澤才彦,羽柴師良 a996)
効果的な単一・休眠胞子接神法を使った四mS魏odi叩hのα加nsS加ιの根こぶ形成
要因
Π菌帳 62:281 (ili演要旨)
河又 fl,成洋才彦,羽柴肝良 a996)
イネ柴而より分凱Lた菌類によるイネいもち柄の牛A刎坊除
日舶j内帳 62 (3):278 (講演要旨)
成洋才彦,羽柴洲良(1的6)
効果的な単・休眠胞f接種法を使ったPmS抗odioph0汝加αSS此4ιの根こぶ形成
要因
H木菌学会大会
内藤繁屶,桂幸次(1996)
下ti糸千Π介"」によるフソ1a"aルPh0πιS CUαι"1ιlis (Rhizod01記'a s01απiAC2-2,Ⅳ)、t社
胞子分航株のクローン分析
日和'げ11i祁 62 (6):603 (講演要旨)
早坂史生,福井希・,内藤繁男,杠*次,小林隆才1原淑大,羽柴都良(1996)
Rhi加d0πiasomπiの休細j泡分裂における核の動態
口杣病桜 62 (6ン 6船 q"演要旨)
T. Hashiba, T. Kobayashi, T. W. Mew (1996)
Computerized forecasting systen〕(BLIGHTASIRRD for rice sheath bⅡ創ltin
the phⅡゆPines
IRRIJAPAN seminal' and Review oflRRIJapan shU杜le Reseω'ch project
K. Narisawa, and T. Hasl〕il〕a (1997)
Biocontr010f dubroot and yeⅡOwing disease in BI'assica ca"ψιSb7's in a]e field
and increased seedling growtl〕 by root endopl〕ytic fungi
4山 PGPR
成洋才彦,羽柴輝良 a的7)
ハクサイ根こぶ病を川Ⅱ制するNιたルmπ加πι加dosPかa の和Ⅵ勿生育促進と瓢Ⅲ抱
内定新
日菌都(i肌淡要旨)
羽柴鄭良 a997,12)
農作物の造伝イ細換え技術の現状,市民フォーラム「遺伝Υ斜U奥え食品の現状
と安全評価」
日木農芸化学会東北支部,Π本食品科学工学会東北支部主催
河又仁,成洋才彦,羽柴娜良 a997)
数極イネ葉面菌のイネいもち病菌に対する感染剛響効果
Π和'[病・嬢 63 (3):498 (i苗演饗:旨)
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桂 幸 炊 , 鈴 木 文 彦 , 宮  F 俊 ・ 一 郎 , 西 晃 生 , 廣 近 洋 彦 , 羽 柴 都 良  a 明 7 )
R h た o d 0 π i a s 0 1 α π i の 特 つ プ ラ ス ミ ド  P R S 6 4  の 全 塩 基 配 列
藤 本 イ ホ ,  Z 、 チ " ダ リ ー , 長 谷 修 , 古 岡 俊 人 , 佐 藤 茂 , 羽 柴 師 良  a 9 9 7 )
キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス 感 染 葉 に お け る エ チ レ ソ 小 成 の 役 割
日 本 柯 科 勿 学 会 東 北 部 会  P . 3 2  ( 講 演 要 旨 )
K .  N a r i s a w a ,  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 8 )
B i o c o n t r 0 1 0 f  d u b r o o t  d i s e a s e  o f  c h i n e s e  c a b b a g e  b y  r o o t  e n d o p h y t i c  f u n g u s ,
H ι 加 1 0 C 0 π 詔 祝  C h α ι t o S つ 力 W
I n t e r n a t i o n a l  c l u b r o o t  M e e t i n g  T o h o k u  N a t i o n a l  A g T i c u l t u r a ]  E x p e r i m e n t
S t a t i o n
河 又 仁 , 成 澤 才 彦 , 羽 柴 都 良  a 四 8 )
イ ネ 葉 よ り 分 航 し 九 数 種 葉 面 菌 の イ ネ い も ち 病 菌 に 対 す る 感 染 剛 害 効 果
U 植 病 報  6 4  ( 4 ) : 3 3 5  3 3 6  G 篝 演 要 旨 )
成 澤 才 彦 , 山 田 加 菜 子 , 羽 柴 娜 良  a 9 9 8 )
根 部 エ ン ド フ ブ イ ト ,  H ι 加 川 ω 説 ' % 抗 ι h α ι 加 S つ 力 ' α と 猪 主 柚 物 の 共 生 関 係
日 舶 病 報 ( 講 演 要 旨 )
桂 幸 汰 , 三 宅 裕 , 佐 々 木 厚 子 , 冨 士 真 , 羽 柴 娜 良  a 9 9 8 )
N h た o d o " 伽 S o m π i の 保 持 す る プ ラ ス ミ ド P R S 2 2 4  の 末 端 構 造 解 析
日 植 病 級  6 4 : 3 備 ( 講 演 要 旨 )
吉 岡 俊 人 , 佐 藤 茂 , 羽 柴 輝 良 , 山 末 林 二  a 9 9 8 )
イ ヌ ビ エ 種 子 の 発 芽 フ ラ ッ シ ュ を 誘 導 す る 降 雨 後 の 高 士 壌 C 0 2 濃 度
緋 草 研 究  4 3  ( 別 号 ) : 6 2 - 6 3
及 川 志 保 , 吉 岡 俊 人 , 郷 内 武 , 佐 藤 茂 , 羽 柴 麺 良  a 9 9 8 )
A B A 介 成 限 害 剤 を 用 い た ミ ド リ ハ コ べ 種 子 の 高 温 発 芽 阻 害 機 構 の 解 析
緋 草 研 究  4 3  ( 別 月 〕 : 2 3 0 - 2 3 1
吉 岡 俊 人 , 及 川 志 保 , 遠 藤 貴 司 , 佐 藤 茂 , 羽 柴 郷 良  a 9 9 8 )
冬 季 ・ 一 年 草 種 子 発 芽 の 季 節 消 長 は 局 t 品 に 応 答 し た ア ブ シ ジ ン 触 介 成 に よ っ て 調
節 さ れ る
H 木 生 態 学 会 第 4 5 回 講 演 会 ( 講 演 要 旨 )
佐 野 成 範 , 古 岡 俊 人 , 佐 藤 茂 , 羽 柴 卸 良 , 石 栗 義 難  a 9 9 8 )
ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ に お け る 定 着 と 分 布 拡 大 の メ カ ニ ズ ム
雑 草 研 究  4 3  0 刈 号 ) : 7 8 - 7 9
吉 岡 俊 人 , 及 川 志 保 , 遠 藤 貴 司 , 佐 膝 茂 , 羽 柴 輝 良  a 9 9 8 )
商 温 に 応 答 し た 種 子 内 ブ プ シ ジ ン 酸 合 成 の 促 進 に よ る 冬 柏 物 の 発 芽 n 寺 期 調 節 機 構
植 物 生 理 学 会  P . Ⅱ 2  儒 枇 演 要 旨 )
1 2 4
1 2 5
1 2 6
1 2 7
1 2 8
]  2 9
1 3 0
1 3 1
1 3 2
1 3 3
134郷内武,吉岡俊人,佐藤茂(1998)
レタス種fの高温による発芽隠害に対する発芽促進物質の効果とABA含量の
関係
柚物化学朋節学会 PP.19-20 (講演要旨)
小杉祐介,鶴野樹々子,岩崎勇次郎,吉局Ⅱ麦人,望月涼,羽柴輝良,佐藤
茂 a999)
センスACC触化酵素造伝子を導入した形質゛別奧力ーネーシ.ンにおける御り
花の花持ち性の向上
園芸学会雑誌 68:333 (諧演要旨)
佐藤茂,菅家智ゆり,米野智弥,古岡俊人,羽柴1甲良 a999)
低温誘導追熟性欠損突然変異体のエチレン生成と作用
園芸学会雑誌 68 (牙川):331
新田晃f,六岡俊人,佐野成範,佐喋戊,イi栗義雄,羽柴鄭良(1999)
ナズナの牛活環制御における木発芽本而子バーナリゼーションの空態的意設
知.草研究 43 0刈):160-161
渋谷健市,1'汁岡俊人,吉尾綾子,佐際茂,吉1■修一,羽柴輝良(1999)
'宮城県で採取されたスルホニルウレア系除草剤抵抗牲イヌホタルイのアセト乳
酸合成酬系造伝fの解析
雑草研究 44 御D :72-73
佐々木厚子,靴幸次,冨上貞,三宅裕,羽柴輝良 a999)
Rhi卯d0πia s01απiの菌糸融合第 2 群 2 型の保持するプラスミド, PRS224に
コードされた新規タンパク質(RS224)
日れ耐丙帳儒(3):338 (講演要旨)
河又仁,成澤才彦,羽柴輝良(1999)
イネ葉より分航した数種葉而菌のイネいもち病に対する発病抑制効宋と
InteTnal h'anscribed spacer (1TS)領域の解析
凶柚病帳備(3):356 (i俳演要旨)
T. Hashiba, A. sasald, k. Katsura, A. Nagasalくa (2000)
Structutal and functional analysis of hairpin loop DNA plasmid from
Rhlzod0πiι S01απi
The 3rd lnternational symposium on Rhizoctonia qsR 2000)
斬1日晃子,吉1岡俊人,佐野成範,佐j係茂,羽柴郷良(2000)
ナズナの生活喋における埋士種子の冬季低温遭遇(末発芽種子バーナリゼーシ
ヨン)
日木牛丁脹学会(誕演要旨集) P.Ⅱ0
135
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高 橋 太 部 , 森 川 聡 ・ 一 郎 , る 別 東 誠 司 , 火 木 健 広 , 羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 の
力 什 脚 勾 エ ソ ド フ プ イ ト  H ι 加 , 0 ι 卯 力 仞 ?  d 1 卯 m S ル 川 に 対 す る ア ソ モ ニ ウ ム イ オ ン
( D ! 1 三 予 Ψ
Π 植 病 粗  6 6  ( 3 ) : 2 6 9  儒 佑 演 要 旨 )
渋 谷 健 市 , 吉 岡 俊 人 , 羽 柴 鄭 良 , 佐 際 茂 ( 2 0 0 0 )
カ ー ネ ー シ " ン 切 り 花 の 冉 然 老 化 に お け る 雌 す い の 役 割 と エ チ レ ン 感 受 竹 の P 1 1
節
園 芯 ツ 会 知 1 志 御 : 4 2 7  ( 講 演 要 旨 )
岩 崎 勇 次 郎 , 和 気 慶 介 , 山 下 諄 , 小 杉 祐 介 , 羽 柴 薊 ; 良 , 吉 岡 俊 人 , 佐 藤 茂
( 2 0 0 の
エ チ レ ン 牛 合 成 系 形 質 転 換 遺 伝 子 を 導 人 し た 力 ー ネ ー シ . ン の 作 出 と リ J り 花 の
エ チ レ ン 生 成 の 忰 質
和 峅 勿 学 会 東 北 支 部  P P . 3 2  ( 誥 演 要 旨 )
渋 谷 健 市 , 吉 岡 俊 人 , 羽 柴 師 良 , 仇 際 戊 ( 2 0 0 0 )
カ ー ネ ー シ , ン 切 り 花 鮮 度 保 1 寺 剤  1 , 1 ・ ジ メ チ ル ー 4 - ( フ ェ ニ ル ス ル フ ォ ニ ル )
セ ミ カ ル バ ジ ド ( D P S S ) に よ る A C C 介 成 酢 素 お よ び A C C 酸 化 酢 系 遺 仏 子
の 発 現 誘 遵
悼 1 芸 学 会 雑 誌 脚 : 4 怖 ( 講 演 要 旨 )
小 杉 祐 介 , 鶴 野 樹 々 丁 ・ , 岩 崎 リ j 次 郎 , 六 岡 俊 人 , 卓 打 淳 , 羽 柴 師 良 , 佐 藤
茂 ( 2 0 0 0 )
セ ン ス A C C 酸 化 酢 素 遺 仏 子 を 導 入 し た エ チ レ ン 低 生 産 性 力 ー ネ ー シ ョ ン の 外
生 エ チ レ ン に 対 す る 反 応
園 芸 学 会 卿 え 七  6 9 : 1 5 9  G 品 演 要 旨 )
吉 岡 俊 人 , 郷 内 武 , 束 郷 誠 , 仇 藤 戊 , 羽 柴 節 良 , 山 末 祐 二 ( 2 { 川 の
イ ヌ ビ エ 極 子 発 芽 の 季 節 性 と 機 会 性 に 対 す る A B A と 光 の 相 万 作 剛 ー ブ ブ シ ジ ン
酸 生 合 成 阻 客 剤 ( フ ル リ ド ン ) 存 在 卜 で の 光 に よ る イ ヌ ビ エ 種 子 発 牙 の 促 進 一
雑 苧 研 究  4 5  ( 別 ) : 5 4  5 5
仇 對 朽 蛸 道 , 古 岡 俊 人 , 佐 際 茂 , 羽 柴 鄭 良 , 石 栗 義 雄 ( 2 0 0 0 )
ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ に お け る 発 芽 特 性 と 開 花 特 性 の 集 団 冏 比 椴
雑 草 研 究  4 5  ( 別 ) : 1 9 4  1 9 5
郷 1 人 」 武 , 吉 岡 俊 人 , 佐 藤 茂 , 羽 柴 娜 良 ( 2 0 0 の
レ タ ス 種 子 発 芽 の 温 度 反 応 性 と A B A , G A  と の 関 係
園 芸 学 会 知 三 吉 脚 ( 別 2 ) : 4 0 2
河 又 仁 , 成 洋 才 彦 , 小 暢 跡 雄 良 ( 2 0 0 0 )
イ ネ 葉 よ り 分 部 し 九 数 種 葉 而 菌 の 圃 場 に お け る イ ネ い も ち 病 兆 病 抑 制
H 舶 病 報  6 6  ( 2 ) : 1 7 0  q 韓 演 要 旨 )
1 4 4
1 4 5
1 4 6
1 4 7
1 4 8
1 4 9
1 5 0
1 5 1
巧2 志村美保,福原誠司,iリ葉登志f,簿史暁,成澤才彦,羽柴輝良(2001)
根部エンドフプイト利用によるハクサイ根こぶ病抑制条件の検討
Π植病蛾 69 a):29 (講演要旨)
薄史暁,青木隆治,河又仁,青葉登志子,羽柴輝良(2伽D
根部エンドファイト Hιルルmπhι祝 d汝"OSル地のハクサイ根部への接種法の改
良
Π植病蛾 67 (2):189 (i防演要旨)
米澤美穂,大木健広,成澤才彦,羽柴師良(20OD
エンドファイト定着過程の組織学的解析
目稙病報釘(2):189 190 (講演要旨)
森田聡一郎,東美貴子,羽柴鄭良(2001)
エンドファイト H"の0ωπh肌ιh郷mSつhα感染によるハクサイ地上部の抵抗性
誘冬字
日植病帳 67 (2):190 (講演要旨)
河又仁,波辺健,羽柴娜良(20OD
イネ葉より分敲した数種葉面菌による苗いもちの発病抑制
日舶病報釘(2):191192 (;韓演要旨)
青葉登志子,成澤才彦,羽柴輝良(20OD
エンドフプイト利用によるハクサイ根こぶ病抑制に関する基礎研究
日舶病帆 67 (2ン 189 G苗演要旨)
吉岡俊人,郷内武,仇藤茂,羽柴娜良,山末祐二(2001)
イヌビエ種子の2次休眠誘導に対するブブシジン酸の関与
雑草研究:46 (別):96-97
永坂厚,佐々木厚子,桂幸炊,羽柴洲良(20OD
Rhたod0πm solm1船62-2・Ⅳの保持する PRS224は逆転写酬素様配列を含んで
いる
日植病机 67 (2):138 (講演要旨)
H. Kawamata, K. Narisawa, and T. Hasl〕iba (2002)
Suppression of rice b】ast disease by phyⅡOplane fun即 of rice plants
鋤'd lnternational Rice Blast congress (3K11RBC)
K. Narisawa, R. S. cun'ah, and T. Hashiba (2002)
Isolation of tl〕e fungal endophyte H、ιtιア0ι0πhι魏ιhαιtosP力'a fron〕 hulnus soil
Under cool climate
The 46th AnnualMeeting and the 8th lnta'nationalsymposium (part D 0壬the
Myc010gical society of Japan, abst. P.67, shinshu univ., Nagano, Japan
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薄 史 暁 , 成 澤 才 彦 , 羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 2 )
根 部 エ ン ド フ ァ イ ト  H ι 加 ' 0 ω π i 記 別 ι h a d o S つ h α の 如 H 二 壌 に お け る ハ ク サ イ 根 ・ 部
へ の 鳧 文 染
Π 柚 病 帳  6 8  ( 2 ) : 2 0 4  ( 諧 演 妾 旨 )
j 曵 澤 才 彦 ,  c h e n ,  M . ,  c u r r a h ,  R .  S . , 羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 2 )
根 部 エ ン ド フ ブ イ ト に よ る ナ ス 半 身 茶 凋 病 抑 制 と 透 過 型 電 子 顕 微 鏡 に よ る 組 織
観 察
Π 舶 病 轍  6 8  ( 2 ) : 2 0 7 - 2 0 8  ( 講 演 要 旨 )
成 1 ▼ 才 彦 ,  c u r r a h ,  R .  S . , 羽 柴 輝 良 ( 2 0 0 2 )
根 部 エ ン ド フ ブ イ ト  H ι た 即 卯 π i 記 抗  d M ι 加 S 御 ' 地 の 冷 涼 環 境 ド の 腐 舶 十 壊 か ら の
分 航
日 本 菌 学 会 4 6 回 人 会
和 気 慶 介 , 羽 柴 都 良 , イ ノ " 藤 ( 2 0 0 2 )戊
A C S ま た は A C 0 遺 伝 子 に よ っ て 形 質 転 換 L た 力 ー ネ ー シ , ン に お け る 遺 仏
イ 発 現 の 比 岐
園 芸 学 会 郷 ・ ル '  7 1 : 5 3 8  ( i 苛 演 妾 旨 )
賃 井 秀 樹 , 吉 岡 俊 人 , 羽 柴 輝 良 , 佐 藤 茂 ( 2 0 0 2 )
非 ク ラ イ マ ク テ リ ヅ ク カ ー ネ ー シ ョ ン に お け る エ チ レ ン 生 成
園 工 i 半 会 雑 誌  7 1 : 5 3 2  ( 誥 演 要 旨 )
郷 内 武 , 吉 岡 俊 人 , 川 原 j 河 祐 , 人 村 直 敬 , 羽 柴 鄭 良 , 佐 際 茂 ( 2 0 0 2 )
冬 季 一 年 卓 娜 士 柯 i 子 の ア ブ シ ジ ン 酸 を 介 し た 温 度 応 符 に よ る 秋 発 牙 タ イ ミ ン グ
の 決 定
日 木 生 態 学 会  P . 2 4 6  ( 講 演 要 旨 )
郷 内 武 , 吉 岡 俊 人 , ν 訂 峠 茂 , 羽 柴 洲 良 , 川 出 洋 , 神 谷 リ j 治 ( 2 0 0 2 )
冬 季 一 午 苧 種 子 発 芽 タ イ ミ ン グ 決 定 の 生 延 生 理 機 構 : 発 芽 の 温 度 応 芥 は ジ ベ レ
リ ソ で は な く ア ブ シ ジ ン 酸 を 介 し て 閖 節 さ れ る
日 本 雑 草 学 会  1 9 2 - 1 9 3  ( i 吊 演 妾 旨 )
羽 柴 都 良 ( 2 0 0 2 )
シ ン ポ ジ ウ ム 共 生 生 物 バ イ オ フ ロ ン テ ィ ア
" 共 牛 微 生 物 研 究 の 新 展 開 "
2 0 0 2 年 度 農 芸 化 学 会 大 会 ( 仙 台 ) ( 講 演 要 旨 )
T .  H a s h i b a  ( 2 0 0 3 )
S u r v i v a l  o f  d i s e a s e  i n o c u l u m  i n  t r o p i c a l  e c o s y s t e m s  a n d  c u l t u r a l  d i s e a s e
m a n a g e m e n t
8 山  l n t a ' n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y ,  F e b . 2 - フ ,  C I 〕 r i s t c h u r c h ,  N e w
Z e a ] a n d ,
A b s t .  V 0 1 . 1  1 n v i t e d  p a p e r s  p . 1 1 6
1 6 3
1 6 4
1 6 5
1 6 6
1 6 7
1 6 8
1 6 9
1 7 0
171 商橋純,志村美保,佐藤裕也,成澤才彦,羽柴娜良(2003)
抗イ本による 11e々ル卯πhι挽 d解ιmSつ力での検出
日植病報印(1):29 (i怖演要旨)
河又仁,手塚保行,高橋篤,成澤才彦,羽柴那良(2003)
イネいもち病の発病を抑制するイネ葉而菌(MKP5ⅢB)が産生する抗菌活性
物質の性状
H舶病報脚(3ン 286-287 (講演要旨)
成澤才彦,,運史暁, C山'rah,R.S.j回柴洲良(2003)
ハクサイ黄化1丙を抑制する根部エンドフプイト, Dark・S叩tate end叩hytic
fungus
日柏病報脚(3):287 (詔市司要旨)
薄史暁,成澤才彦,羽柴洲良(2004)
ハクサイ根こぶ病防1徐のための根部エントフブイト Hdemωπi1ι魏 d記αmSつi微
の最適適朋法
日舶病帳御(3ン 287 (誥演要旨)
河又仁,大浩jイ申明,成洋才彦,羽柴洲良(2004)
トマト葉より分離した数種葉面菌のトマト葉かび病に対する発病抑制効果
日柏病報儒片演要旨)
成澤才彦,小和j原孝司,大■j伸明,羽柴輝良(2004)
メロンつる害11病を抑1剖する Dark・septate endophytic tungus JAnpC9
日柏病報(誥演要旨)
郷内武,,川原周祐,木村伯1敬,佐藤茂,羽柴抑良,平井伸博,川出洋,
神谷勇治,,^i岡俊人(2002)
レタス極子発芽温度反応の制御機構:ジベテリンによるアブシジン触代謝の促
進と高温下での発芽誘導
舶物生理学会 P.178 (誥演要旨)
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V 解説・評論等
1.羽柴抑良 a98D
イネ紋枯病菌の菌核形成
H木舶物病理学会和聨勿感染機作・病理化学談話会 PP.85-94
2.羽柴洲良 a982.6.5)
イネの紋枯病弱点と防除対策,農林技術新帳
3.羽柴輝良 a982)
イネ紋枯柄菌のプロトプラスト
れ酬刎坊疫 36 (フ):324-328
3 4
4
羽 柴 輝 良 ( 1 9 8 3 . 6 . 5 )
イ ネ 紋 枯 病 の 発 生 と 防 除
膿 林 技 術 新 報
羽 柴 抑 良  a 9 8 3 )
昭 和 5 7 年 度 イ ネ 紋 枯 病 の 多 発 生 要 因 の 解 析
柚 物 防 疫  3 7  ( 6 ) : 2 5 7 - 2 例
羽 柴 輝 良  a 9 8 3 )
植 物 病 原 糸 状 菌 に お け る プ ラ ス ミ ド
日 本 舶 物 病 理 学 会 植 物 感 染 生 理 談 話 会  P P . 9 0 - 9 8
羽 柴 輝 良  a 9 8 3 , 6 . 3 D
生 命 科 学 が 開 く 世 界 6 9  無 公 害 農 薬 糸 状 菌 を 使 い 立 ち 枯 れ 病 防 ぐ
日 経 産 業 新 聞
羽 柴 洲 良  a 9 8 4 )
プ ラ ス ミ ド 導 入 に よ る り ゾ ク ト ニ ア ・ ソ ラ ニ の 制 御
研 究 ジ ャ ー ナ ル フ  a  ) : 4 4 5 3
羽 柴 都 良  a 9 8 4 )
糸 状 菌 プ ラ ス ミ ド に よ る 病 原 性 制 御 の 可 能 性
技 術 と 普 及  8  ( 8 ) : 8 1 - 8 2
羽 柴 輝 良  a 9 8 4 )
糸 状 菌 の プ ラ ス ミ ド 利 用 に よ る 病 原 性 制 御 の 可 能 性
植 物 防 疫  3 8  ( 4 ) : 2 8 - 3 3
羽 柴 郷 良  a 9 8 4 )
最 近 の イ ネ 紋 枯 病 の 多 発 動 向
農 薬  3 1  (  4  ) : 3 - 8
羽 柴 娜 良 , 梶 原 敏 宏 , 山 口 富 夫 , 山 田 昌 雄 , 堀 真 雄 , 茂 木 静 夫 , 野 中 福 次 , 加
喋 肇 , 森 田 利 夫 , 渋 谷 正 弘  a 9 8 5 )
イ ネ 紋 枯 病 一 最 近 の 多 発 傾 向 と 防 除 の 考 え 方
農 薬  3 2  a  ) : 4 - 3 7
羽 柴 都 良  a 9 8 5 . 6 . 2 5 )
パ ソ コ ン と 発 生 予 察
膿 林 技 術 新 報
羽 柴 即 良  a 9 8 5 )
イ ネ 紋 枯 病 の 新 し い 発 生 予 測 法
柏 物 防 疫  3 9  ( フ ) : 3 3 2 - 3 3 8
羽 柴 輝 良  a 9 8 5 )
妓 近 の イ ネ 紋 枯 病 の 発 生 小 態 と 防 除
農 薬 研 究  3 2  ( 2 )  1 6
5
6
7
8
9
1 0
H
1 2
1 3
N
1 5
16 羽柴洲良 a985)
柏物柄原糸状菌のプラスミドによる炳原竹の制御
農業および陶芸 60 (1):217-222
羽柴娜良 a985)
病原糸状菌のプラスミドの現状と今後の展望
農薬バイオテクノロジー開充技術劒究組介 PP.74-96
井尻勉,羽柴娜良 a986)
シュミレーション・モデルによるイネ紋枯柄の発牛子q則
れ酬勿防疫 40 (フ):42 -45
羽柴郷良(1986.4.25)
れ酬勿捕即学分望Hこおけるバイオテクノロジー
農林技術新轍
羽柴岬良 a986,6.5)
紋枯捕はこわくない
農林技術新縦
羽柴娜良 a986)
植物病理分野におけるバイオテクノロジーの現状と今後の展望
農業および園三ミ 61 (6):729 734
羽柴却良,鈴木照憲,今栄康凱,・島英治(1987)
微佳.物の行動
微牛物 3 (4):385-406
羽柴輝良 a9部.6'5)
イネ紋枯病の効率的防除法をさぐる
膿林技術新桜
羽柴卸良 a987)
菌類におけるプラスミドとその役割
日木杣物病理学会舶物感染牛理談話会 PP33・U
羽柴娜良 a988)
Symposi山〕〕Ⅱ Biotechn010gy in the p]ant protection
日本舶物}内1里'1会縦 54 札別号 677 681
羽女モ洲良(1988.6.5)
イネ紋枯病の絲済的・効*的な防除法
農林技術新縦
羽柴都良 a988.8.15)
イネ紋枯病防除適期把捉と防除法
農林技術新桜
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羽 柴 洲 良 ( 1 9 朋 . 8 . 1 6 )
第 5 回 同 際 柚 物 病 理 学 会 議 り ゾ ク ト ニ ア ・ ソ ラ ニ か ら 3 種 の プ ラ ス ミ ド を 分 航
日 刊 工 業 新 聞
羽 柴 娜 良  a 9 8 8 . 8 . 2 3 )
ル ー プ 状 プ ラ ス ミ ド カ ビ か ら も 発 見
日 経 産 業 新 聞
羽 柴 娜 良 ( 1 9 8 8 . 9 . 5 )
机 科 勿 保 護 に お け る バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
農 林 技 術 新 帆
羽 柴 洲 良  a 9 8 9 . 6 . 5 )
イ ネ 紋 枯 病 防 除 剤 と 効 * 的 使 用
農 林 技 術 新 縦
羽 柴 輝 良 ( 1 9 9 0 . 6 . 1 5 )
イ ネ 紋 枯 病 の 効 率 的 防 除 と パ ソ コ ン の 役 割
農 林 技 術 新 嬢
羽 柴 洲 良  a 9 9 1 . 6 . 1 5 )
イ ネ 紋 枯 病 今 後 の 研 究 発 展 へ の 期 待
朏 林 技 術 新 帆
羽 柴 娜 良 , 井 尻 勉 , 藤 遂 雄 一 , 井 Π 慶 二 1 , 横 山 兇 全 , 辻 英 明  a 9 9 D
発 牛 予 察 へ の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン モ デ ル 導 入 へ の 災 際 イ ネ 紋 枯 病 の 場 介
柚 物 防 疫 菊 ( 5 ) : 1 8 5  1 8 8
羽 柴 都 良 ( 1 9 9 D
柏 物 病 原 糸 状 菌 の プ ラ ス ミ ト
東 北 大 学 遺 し U 上 _ 態 研 究 七 ン タ ・ ・ 通 佶  N O . 1 4 : 1 0  Ⅱ
羽 柴 都 良  a 明 1 )
「 病 原 体 と 猪 主 植 物 の 分 子 戦 略 」 に 関 す る Π 米 セ ミ ナ ー に 参 加 し て
B R A I N  テ ク ノ ニ ュ ー ス  2 3  ( 2  ) : 2 3 - 2 5
羽 柴 洲 良  a 9 9 2 . 6 . 2 5 )
農 薬 1 ~ 2 割 削 減 に 対 し て 紋 枯 病 防 除 は い か に 対 応 す べ き か
農 林 技 術 新 縦
羽 柴 鰍 良 ( 1 9 9 3 . 6 . 1 5 )
イ ネ 紋 枯 病 , 粒 剤 登 場 と 防 除 休 系
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40 羽柴洲良 a993.9.25)
実らぬ秋'93冷害を追う,復田しいもち病助長も
統売新聞
羽柴輝良 a994)
第6回圈際植物病理学会議(6小 lnternational congress of plant path010gy)
に出席して
Π本農芸化学会誌能(4):875 876
羽柴鄭良(1995)
欧米のバイテク
BRAIN テクノニュース 49 ( 2 ):30-32
羽柴抑良,松中昭・・',近1人上波登,上部民犬,本ル1偵樹,谷中國昭 a996)
教育・研究の立場から農業を語る
農薬 43 (1):2-18
小林隆,羽柴洲良,井尻勉, T. W. Mew (1996)
東南アジアにおけるイネ紋枯柄シュミレーシ,ン・モデル(BLIGHTAS)の
開発とモデルによる予測,
袖物防疫 50 (6):222 225
羽柴洲良 a996)
イネの紋枯病充生丁,測システム,農薬の散布_姑を削減
Π本工業新開
羽柴洲良 a997)
Ⅲ沖川謹染牛理の新展開
柏物防疫 51 (5):193 197
羽柴娜良(1997)
科学を楽しめる人
化学と牛物 35:846 847
成澤才彦,羽柴加良(199鋤
根部エンドフプイト adの0ωπ加抗d加ιmψhαの上壌病害防除への利用
BRAIN テクノニュース 68:8-H
成洋才彦,羽柴鄭良 a998)
ハクサイの根こぶ病を抑制するエントファイト
士壌伝染病淡話会レポート 19:81-85
羽柴洲良,成澤才彦,青葉登ι〒f,火木健広,米澤美穂(2000)
根部エンドファイトによるハクサイ根こぶ病の防除
環境科学総合研究所年挑 19:147-1四
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羽 柴 娜 良 ( 2 0 O D
仕 水 へ の 愛 ・ 人 間 へ の 愛 ・ そ し て 希 望
化 学 と 生 物  3 9  ( 8 ) : 4 9 1
羽 柴 輝 良 , 青 藥 登 , 占 子 , 森 Ⅱ 1 聡 ・ ・ 部 , 福 原 誠 司 , 成 浮 才 彦 ( 2 0 0 1 )
根 部 エ ン ド フ プ イ ト に よ る 根 こ ぶ 病 抑 制 条 件 の 検 討
環 境 科 学 総 合 研 究 所 年 帆  2 0 : 6 7 7 2
羽 柴 洲 良 ( 2 0 0 2 )
上 壌 病 当 研 究 の 新 た な 方 向 性
日 本 稙 物 病 理 学 会 上 壌 伝 染 病 談 話 会 レ ポ ー ト  2 1 : 3 - 1 6
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1 .  T .  H a s h i b a  ( 1 9 8 3 )
S d e r 0 6 a l  m o r p h o g e n e s i s  i n  t h e  r i c e  s h e a t h  b l i g h t  f u n g u s  ( R h i z 0 ι t 0 π i a  s 0 1 α 1 1 D
T h e  3 r d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  M y c o ] o g y
2 .  T .  H a s h i b a ,  M .  H y a k u m a c h i ,  Y .  H o m m a ,  a n d  M .  Y a m a d a  ( 1 9 8 3 )
I s o l a t i o n  a n d  c h a r a c t e r i 2 a t i o n  o f  a  p l a s m i d  D N A  i n  t h e  f u n g u s  R h た o d 0 π i a
S 0 1 α 1 1 1
T h e  4 t h  l n t e r n a t i o n a ]  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y
3 .  T .  H a s h i b a , 1 .  u n o ,  T . 1 S h i k a w a ,  Y ,  H o m m a ,  a n d  M .  H y a l く U m a c h i ( 1 9 8 4 )
C h a r a c t e r i z a t i o n  o f  a n  i s o l a t e  o f  t h e  f u n g u s  R h た o d 0 π i a  s 0 1 α 1 1 1 '  c a r r y i n g  p l a s m i d
D N A
T h e  3 r d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o n  c e Ⅱ  B i 0 1 0 g y
4 .  H .  Y o s h i d a ,  T .  H a s h i b a ,  a n d  Y .  E h 印 ・ a  ( 1 9 8 8 )
M o r p h 0 1 0 g i c a l  o b s e r v a t i o n  o n  r i c e  l e a f  b l a d e s  s t u n t e d  b y  p ) , ガ α ι 1 α ガ α  O z y 2 a ι ι α υ
T h e  5 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o {  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y ,  A b s t .  P . 2 4 9
5 .  S .  M i y a s h i t a ,  H .  H i r o c h i k a ,  J . 1 k e d a ,  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 8 8 )
L i n e a r  D N A  p l a s m i d s  f r o m  R h た o d 0 π i a  s 0 1 ω l i  w i t h  u n i q u e  t e r m i n a l  s t r u c t u r e
T h e  5 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y
6 .  A .  M i y a s a k a ,  T .  H a s h i b a ,  a n d  Y .  E h a r a  ( 1 9 8 8 )
D e t e c t i o n  a n d  p r o p e r t i e s  o t  p l a s m i d  l i k e  D N A  i n  i s o l a t e s  f r o m  6  a n a s t o m o s i s
g r o u p s  o f  R h l z o d 0 π 1 α  S 0 1 0 π 1
T h e  5 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y
フ .  U .  S .  T r e s p a p u t r a ,  T .  s u z u k i ,  T .  H a s h i b a ,  a n d  Y .  E h a r a  ( 1 9 8 8 )
S e e d  t r a n s m i s s i o n  a n d  s o m e  p r o p e r t i e s  o f  f i v e  s t r a i n s  o f  s o y b e a n  m o s a i c  v i r u s
T h e  5 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y ,  A b s t .  P . 5 1
8 T. Hasl]iba, S. Miyashita, A. Miyasaka, H. Hirochika, and lE.1Reda a990)
Nudeotide sequence of the linear plasmid pRS64 and propa'ties of plasmid
DNA (PIDNA) in isolates ot 9 anastomosis groups of Rh々od0π力Z S01απi
The us-Japan seminar on Molecular strategies of pathogens and Host
Plants
M. Hongo, A. Miyasalくa, and T. Hashiba (1993)
The nudeotide sequence and expression of oRFI-4 0f the linear plasmids
PRS64 in Rhh0ιt0π1'a solaπi
Xv lnternational Botanical congress
F. suzuki, T. Kobayashi, T. Nisl〕i, A. Miyasaka, and T. Hashiba (1993)
Structure oflinear DNA P]asmids pRS640f Rhizod0πia s01α11iand distTibution
Of sequence hom010gy 加 the plasmid in chromoson〕e
Xv lnternational Botanical congress
F. suzuki, T. Nishi, S. Hirai, H. Hirochika, Y. Minobe, and T. Hashiba (1993)
Structure of linear DNA plasmids pRS64 0f the plant pathogenic fungus
Rhizodωlia s01απi
The 6th lnternational con即'ess of plant path010gy
M. Hongo, A. Miyasaka, and T. Hashiba (1993)
The nucleotide sequence and expression of the hom010gous to the linear
Plasmid pRS64 in Rhiz0ιt0πia s01απ1
The 6th lnternational congress of plant path010gy
T. Kobayashi, Y. oodaira, K.1toh, and T. Hashiba (1993)
Separation of chromosomal DNAs from Rhたod0柳h s01απl and distribution of
Sequence hom010gouS 加 the linear DNA plasmid pRS64
The 6th lnternational congress of plant path010gy
T. Hashiba (1994)
Expression ot u]e open read in frame of the linear DNA plasmid of Rhた0ιt0πia
S01α111
The 2nd European conference of Fungal Genetics
K. Narisawa, T. Hashiba, and T. Matsui (1994)
Root infection with a sing]e resting spore o{ P1αS"20dψh0アα hアαSS此αι
TI〕e 5th lnternational Myc010gical congress
A. Miyasaka, K. Kuradate, M. Hongo, and T. Hashiba (1994)
Transcripts and the coding resion oflinear DNA plasmid pRS64 in Rhizod0πia
S01απi
The 5th lnternational Myc010gical congress
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K .  K u r a d a t e ,  K .  K a t s u r a ,  K .  N a m a i ,  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 5 )
A n a l y s i s  o f  p l a s m i d ・ e n c o d e d  t r a n s c r i p t  o b t a i n e d  f r o m  p R S 2 2 4 0 f  R 1 1 i z o d 0 π 1 ' α
S o h 1 1 1 1
I n t a ' n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  R h i z o c t o n i a
T .  K o b a y a s h i ,  T . 1 j i r i ,  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 5 )
C o m p u t e r i z e d  s i m u l a t i o n  m o d e l  o f  r i c e  s h e a t h  b l i g h t  d i s e a s e  c a u s e d  b y
R h i z o d 0 π i a  s 0 1 α π i i n  J a p a n
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  R h i z o c t o n i a
T .  K o b a y a s h i ,  T . 1 j i r i ,  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 5 )
N e w  c o m p u t e r i z e d  f o r e c a s t i n g  s y s t e m  ( B L I G H T A S )  a n d  e s t i m a t i o n  o f  y i e l d
1 0 s s  f o r  r i c e  s h e a t h  b l i g h t  d i s e a s e
T h e  1 3 t h  l n t e r n a t i o n a l  p l a n t  p r o t e c t i o n  c o n g r e s s
K .  N a r i s a w a  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 励
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T h e  1 3 t h  1 1 〕 t e r n a t i o n a l  p l a n t  p r o t e c t i o n  c o n g r e s s
T .  H a s h i b a ,  A .  s a s a k i ,  K 、  K a t s u r a ,  T .  H a y a k a w a ,  H .  K a j i w a r a ,  A .  M i y a s a k a
( 1 9 9 6 )
T r a n s c r i p t s  a n d  t r a n s l a t i o n  p r o d u c t s  o f  t h e  l i n e a r  D N A  p l a s m i d s  p R S 6 4  0 f
R h i z o d 0 π 1 ' a  s 0 1 ω 記
I U M s  c o n g r e s S  8 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  M y c o ] o g y  D i v i s i o n  J e r u s a ] e m ,
I s r a e ]
K .  K a t S Ⅷ ' a ,  M .  F u j i ,  K .  K u t a d a t e ,  A .  s a s a k i ,  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 8 )
T h e  c o m p l e t e  n u d e o t i d e  s e q u e n c e  a n d  m a p p i n g  o f  t T a n s c r i p t i o n  o f  t h e  1 1 n e a r
D N A  p l a s m i d  p R S 2 2 4  f r o m  R h i z o d 0 π i a  s o l m 1 ι
T h e  7 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y
K .  N a r i s a w a ,  K .  Y a m a d a ,  a n d  T .  H a s h i b a  住 9 9 8 )
R o o t  e n d o p h y t i c  { u n g u s ,  N ι i ι ル ι 0 1 π ' 記 " 1  d 1 α ι 1 0 S つ i 1 α  C o n t r o l s  s o i l b o r n e  d i s e a s e  b y
d o n i z i n g  i n t o  h o s t  p l a n t s
J M S ・ B M s  j o i n t  m e e t i n g
K .  N a r i s a w a ,  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 8 )
S y m b i o t i c  a s s o c i a t i o n  b e t w e e n  c h i n e s e  c a b b a g e  a n d  b i o c o n れ ' o l  e n d o p h y t i c
f u n g u s  a ι t ι 1 で ι 0 π 1 π " 1  C h α ι t o S つ 力 ' α
T h e  7 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  p l a n t  p a t h 0 1 0 g y
H .  K a w a m a t a ,  a n d  K .  N a r i s a w a ,  a n d  T .  H a s h i b a  ( 1 9 9 8 )
B i o c o n t r 0 1  0 f  r i c e  b l a s t  d i s e a s e  b y  p h y ] 1 0 P ] a n e  f ( m g i  a n d  壮 ) e i r  m o l e c u l a r
h a r a c t e r i z a t i o n s
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26 Yoshi01くa, S. oikawa, T. Gonai, S. satoh, T. Hashiba (1999)
Temperature・Responsive change in ABA content contr0Ⅱing seasonal
Timing of seed germination in a X入linter plant, Greater chicIくWeed (S1ι11αガα
πeg1ιda L.)
The 6th lnternational wm'kshop on seeds, Mexico
T. Gonai, T. YOSI〕ioka, S. Kawahara, S. sat01〕, T. Hashiba, H.1くawaide, and
Y. Kamiya
T]1a'moinhjbition oflettuce seed germination is regu]ated by absdsic acid, but
not by gibbere11in
The 7血 lnternational v、10r]鵄hop on seeds, spain, P.34
T. Yoshioka, T. Gonai, S. satoh, and T. Hashiba (1999)
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The 17th Asian・pacific weed science society conference, Thailand, P.81
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The lst Asian conference on plant path010gy
Nagasaka, A. sasa]くi, K. Katsura, T. sasald, T. Hashiba (2000)
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The 3rd lnternational symposi山n on Rhizoctonia (1SR 2000)
Narisawa, H. Kawam山a, and T. HaS11iba (2000)
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